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六
朝
楽
府
訳
注
（
二
十
六
）
―
「
洛
陽
道
」
八
首
―

小

川

恒

男

は
し
が
き

本
稿
に
は
前
稿
に
引
き
続
き
「
洛
陽
道
」
の
残
り
八
首
の
訳
注

を
掲
載
し
た
。
徐
陵
二
首
、
岑
之
敬
一
首
、
張
正
見
一
首
、
陳
暄

一
首
、
王
瑳
一
首
、
江
総
二
首
で
あ
る
。
今
回
も
橘
英
範
氏
「
六

朝
詩
に
詠
じ
ら
れ
た
洛
陽
―
楽
府
『
洛
陽
道
』
を
題
材
と
し
て
―
」

（
岡
山
大
学
文
学
部
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
報
告
書

『
洛
陽
の
歴

10

史
と
文
学
』

二
〇
〇
八
）
を
参
考
に
さ
せ
て
頂
い
た
。
紙
面
を

借
り
て
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。
い
つ
も
な
が
ら
の
こ
と
で
は
あ

る
け
れ
ど
も
、
訳
注
を
作
成
す
る
過
程
で
幾
つ
か
の
小
さ
な
気
付

き
が
あ
っ
た
が
、
小
さ
く
と
も
そ
の
す
べ
て
を
【
語
釈
】
に
書
き

込
む
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
な
り
に
面
白
い
記

述
も
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
箇
所
も
あ
る
。

梁
代
で
は
「
洛
陽
」
は
「
佳
麗
の
所
」、
美
し
い
女
性
が
行
き
交

う
華
の
都
と
し
て
描
か
れ
、
詩
人
た
ち
は
し
ば
し
ば
「
ボ
ー
イ
・

ミ
ー
ツ
・
ガ
ー
ル
」
を
主
題
と
し
て
華
麗
な
表
現
を
競
い
合
っ
て

い
た
の
だ
が
、
陳
代
に
な
る
と
、
物
語
の
舞
台
を
洛
陽
の
朝
に
限

定
し
た
り
、
全
篇
に
典
故
を
散
り
ば
め
て
み
た
り
、
后
妃
の
徳
を

詠
じ
た
り
、
梁
代
と
は
や
や
趣
を
異
に
す
る
主
題
が
扱
わ
れ
る
よ

う
に
な
る
。
陳
の
「
洛
陽
道
」
の
ほ
と
ん
ど
が
陳
後
主
叔
宝
の
周

辺
で
作
成
さ
れ
た
と
推
測
で
き
る
こ
と
と
関
連
す
る
だ
ろ
う
。
ま

た
、
さ
す
が
に
ネ
タ
切
れ
状
態
に
な
っ
た
の
か
、
僻
典
と
い
っ
て

い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
表
現
が
増
え
る
よ
う
に

も
思
わ
れ
る
。
詩
人
の
そ
の
あ
た
り
の
悪
戦
苦
闘
ぶ
り
も
読
む
側

か
ら
す
る
と
面
白
い
の
は
面
白
い
の
だ
が
、
「
ネ
タ
」
を
探
し
当
て

る
の
に
些
か
苦
労
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
。

早
々
に
「
洛
陽
道
」
を
仕
上
げ
、
次
の
「
長
安
道
」
に
入
る
べ

く
空
い
た
時
間
を
見
付
け
て
は
少
し
ず
つ
類
書
を
眺
め
た
り
辞
書

を
引
い
て
み
た
り
そ
れ
な
り
に
努
力
し
た
の
だ
が
、
な
か
な
か
思

う
よ
う
に
な
ら
な
か
っ
た
。
後
世
の
歴
史
家
は
二
〇
二
〇
年
を
ど

の
よ
う
な
年
で
あ
っ
た
と
記
述
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
ご
く
当
た
り

前
だ
っ
た
日
常
の
生
活
様
式
が
こ
ん
な
に
も
急
激
に
変
化
し
て
し

ま
お
う
と
は
。
大
学
も
、
と
言
う
か
、
人
が
多
く
集
ま
る
場
で
あ

る
大
学
だ
か
ら
こ
そ
や
は
り
大
き
な
変
化
を
強
い
ら
れ
た
。
幸
い

な
こ
と
に
、
個
人
的
に
は
研
究
室
の
出
入
り
は
比
較
的
自
由
に
で

き
た
の
だ
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
実
施
に
予
想
し
て
い
た
よ
り

も
遥
か
に
多
く
の
時
間
を
費
や
す
こ
と
に
な
り
、
思
わ
ぬ
時
間
を

取
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
備
忘
の
た
め
に
記
し
て
お
き
た
い
。
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底
本
は
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
中
国
古
典
文
学
基
本
叢
書
『
楽
府

詩
集
』（
中
華
書
局

一
九
七
九
）
で
あ
る
。

陳
・
徐
陵
「
洛
陽
道
」
二
首
其
一

【
本
文
及
び
書
き
下
し
】

１
緑
柳
三
春
暗

緑
柳

三
春

暗
く

２
紅
塵
百
戯
多

紅
塵

百
戯

多
し

３
東
門
向
金
馬

東
門

金
馬
に
向
か
ひ

４
南
陌
接
銅
駝

南
陌

銅
駝
に
接
す

５
華
軒
翼
葆
吹

華
軒

葆
吹
翼
け

た
す

６
飛
蓋
響
鳴
珂

飛
蓋

鳴
珂
響
く

７
潘
郎
車
欲
満

潘
郎

車

満
ち
ん
と
欲
し

８
無
奈
擲
花
何

花
を

擲

つ
を
奈
何
と
も
す
る
無
し

な
げ
う

い
か
ん

【
日
本
語
訳
】

１
春
に
な
り
ヤ
ナ
ギ
の
葉
が
青
々
と
茂
っ
て
仄
暗
く

２
曲
馬
団
が
砂
埃
を
盛
ん
に
舞
い
上
げ
て
い
ま
す

３
洛
陽
の
上
東
門
で
は
銅
で
鋳
た
馬
と
向
か
い
合
う
こ
と
に
な
り

４
南
側
の
道
で
は
銅
の
ラ
ク
ダ
が
迎
え
て
く
れ
ま
す

５
富
貴
の
方
が
お
乗
り
に
な
る
馬
車
に
は
鳥
の
羽
が
飾
ら
れ
た
車

と
楽
隊
が
左
右
で
お
伴
を
し
て
お
ら
れ

６
車
を
飛
ぶ
よ
う
に
走
ら
せ
る
と
馬
の
く
つ
わ
を
飾
る
玉
が
涼
や

か
に
鳴
り
響
き
ま
す

７
潘
岳
さ
ま
の
車
に
は
も
う
果
物
が
い
っ
ぱ
い
に
満
ち
て

８
花
を
投
げ
入
れ
よ
う
に
も
ど
う
し
よ
う
も
あ
り
ま
せ
ん

【
校
勘
】

○
『
徐
孝
穆
集
』
巻
一
・
『
文
苑
英
華
』
巻
百
九
十
二
・
『
古
詩
紀
』

巻
百
十

８
「
花
」
、『
英
華
』
作
「
如
」
。

【
押
韻
】

「
多
」「
駝
」「
珂
」「
何
」
、
下
平
七
歌
韻
。

【
作
者
】

五
〇
七
～
五
八
三
。
梁
、
陳
に
仕
え
た
文
人
。
字
は
孝
穆
、
東

海
郡
郯
（
山
東
省
）
の
人
。
父
の
徐
摛
は
庾
信
の
父
庾
肩
吾
と
と

た
ん

ち

も
に
梁
の
太
子
蕭
綱
（
後
、
簡
文
帝
）
の
文
学
サ
ロ
ン
を
代
表
す

る
文
人
で
あ
り
、「
宮
体
詩
」
の
形
成
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

徐
陵
も
蕭
綱
に
優
遇
さ
れ
、
そ
の
命
を
受
け
て
『
玉
台
新
詠
』
を

編
集
し
た
。
北
朝
に
使
い
し
て
い
る
間
に
梁
が
滅
び
た
が
、
苦
難

の
末
に
南
帰
し
、
陳
に
仕
え
吏
部
尚
書
な
ど
高
官
を
歴
任
し
て
政

治
的
に
も
重
き
を
成
し
た
。
ま
た
文
壇
の
領
袖
と
し
て
庾
信
と
名

を
斉
し
く
し
「
徐
庾
体
」
と
称
さ
れ
た
。
「
『
玉
台
新
詠
』
序
」
な

ひ
と

ど
文
章
で
も
優
れ
た
作
品
を
残
し
て
い
る
。

【
語
釈
】

１
緑
柳
三
春
暗

２
紅
塵
百
戯
多

［
緑
柳
］
若
葉
が
青
々
と
茂
る
春
の
ヤ
ナ
ギ
。
宋
・
謝
霊
運
「
従

遊
京
口
北
固
応
詔
」
詩
（
『
文
選
』
巻
二
十
二
）
に
「
原
隰
荑
緑
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柳
、
墟
囿
散
紅
桃
（
原
隰

緑
柳

荑
み
、
墟
囿

紅
桃

散

め
ぐ

ず
）
」
と
あ
り
、
梁
元
帝
蕭
繹
「
洛
陽
道
」
に
も
「
青
槐
随
幔
払
、

緑
柳
逐
風
低
（
青
槐

幔
に
随
ひ
て
払
ひ
、
緑
柳

風
を
逐
ひ

て
低
る
）
」
と
あ
っ
た
。

［
三
春
］
孟
春
、
仲
春
、
季
春
の
三
ヶ
月
、
春
を
い
う
。
嵇
康
「
琴

賦
」（
『
文
選
』
巻
十
八
）
に
「
夫
三
春
之
初
、
麗
服
以
時
。
（
夫

れ
三
春
の
初
め
、
麗
服

時
を
以
て
す
。
）
」
と
あ
り
、
李
善
注

は
漢
・
班
固
「
終
南
山
賦
」
に
「
三
春
之
季
、
孟
夏
之
初
、
天

気
粛
清
、
周
覧
八
隅
。
（
三
春
の
季
、
孟
夏
の
初
め
、
天
気

粛

清
に
し
て
、
八
隅
を
周
覧
す
。
）
」
、
ま
た
梁
元
帝
「
纂
要
」
に

「
一
時
三
月
謂
之
三
春
、
九
十
日
謂
之
九
春
。
（
一
時
三
月

之

れ
を
三
春
と
謂
ひ
、
九
十
日

之
れ
を
九
春
と
謂
ふ
。
）
」
と
あ

る
の
を
引
く
。
詩
で
は
謝
霊
運
「
登
石
門
最
高
頂
」
詩
（
『
文
選
』

巻
二
十
二
）
に
「
心
契
九
秋
幹
、
目
翫
三
春
荑
（
心
は
九
秋
の

幹
に
契
り
、
目
は
三
春
の

荑

を
翫
ぶ
）」
と
。

め
ば
え

［
暗
］
葉
が
生
い
茂
っ
て
日
の
光
を
遮
る
。
庾
肩
吾
「
三
日
侍
蘭

亭
曲
水
宴
」
詩
に
「
桃
花
舒
玉
澗
、
柳
葉
暗
金
溝
（
桃
花

玉

澗
に
舒
び
、
柳
葉

金
溝
に
暗
し
）」
と
あ
り
、
陳
後
主
「
洛
陽

道
」
五
首
其
四
に
も
「
柳
花
塵
裏
暗
、
槐
色
露
中
光
（
柳
花

塵
裏
に
暗
く
、
槐
色

露
中
に
光
る
）」
と
あ
っ
た
。

［
紅
塵
］
馬
や
馬
車
が
た
て
る
砂
埃
。
都
会
の
喧
噪
を
い
う
。
班

固
「
西
都
賦
」（
『
文
選
』
巻
一
）
に
「
紅
塵
四
合
、
煙
雲
相
連
。

（
紅
塵

四
合
し
、
煙
雲

相
ひ
連
な
る
。
）
」
と
あ
り
、
李
善

注
は
「
李
陵
詩
曰
、
『
紅
塵
塞
天
地
、
白
日
何
冥
冥
』
。
（
李
陵

詩
に
曰
く
、『
紅
塵

天
地
を
塞
ぎ
、
白
日

何
ぞ
冥
冥
た
る
』

と
。
）
」
と
す
る
。
陳
・
張
正
見
「
洛
陽
道
」
に
も
「
紅
塵
暮
不

息
、
相
看
連
騎
稀
（
紅
塵

暮
れ
に
息
ま
ず
、
相
ひ
看
る

連

騎
の
稀
な
る
を
）」
と
見
え
る
。

［
百
戯
］
様
々
な
芸
能
の
総
称
。
語
は
『
後
漢
書
』
安
帝
紀
に
「
乙

酉
、
罷
魚
龍
曼
延
百
戯
。（
乙
酉
、
魚
龍
曼
延
百
戯
を
罷
む
。
）」

と
見
え
、
李
賢
注
に
「
『
漢
官
典
職
』
曰
、
『
作
九
賓
楽
。
舍
利

之
獣
従
西
方
来
、
戯
於
庭
、
入
前
殿
、
激
水
化
成
比
目
魚
、
嗽

水
作
霧
、
化
成
黄
龍
、
長
八
丈
、
出
水
遨
戯
於
庭
、
炫
耀
日
光
』
。

（
『
漢
官
典
職
』
に
曰
く
、
『
九
賓
楽
を
作
る
。
舍
利
の
獣

西

方
よ
り
来
た
り
、
庭
に
戯
れ
、
前
殿
に
入
り
、
水
を
激
し
て
化

し
て
比
目
魚
と
成
り
、
水
を
嗽
ぎ
て
霧
を
作
り
、
化
し
て
黄
龍

す
す

と
成
り
、
長
さ
八
丈
、
水
よ
り
出
で
て
庭
に
遨
戯
し
、
日
光
に

炫
耀
す
』
と
。
）
」
と
あ
る
。
詩
で
は
何
遜
「
擬
軽
薄
篇
」
に
「
相

期
百
戯
旁
、
去
来
三
市
側
（
百
戯
の
旁
に
相
ひ
期
し
、
三
市
の

側
に
去
来
す
）」
と
見
え
る
。

３
東
門
向
金
馬

４
南
陌
接
銅
駝

［
東
門
］
洛
陽
城
の
東
の
門
。
洛
陽
城
の
東
側
の
最
も
北
に
あ
っ

た
門
。『
後
漢
書
』
百
官
志
四
に
「
城
門
毎
門
候
一
人
、
六
百
石
。

本
注
曰
、
雒
陽
城
十
二
門
、
其
正
南
一
門
曰
平
城
門
、
北
宫
門
、

属
衛
尉
。
其
余
上
西
門
、
雍
門
、
広
陽
門
、
津
門
、
小
苑
門
、

開
陽
門
、
耗
門
、
中
東
門
、
上
東
門
、
穀
門
、
夏
門
、
凡
十
二

門
。（
城
門

門
毎
に
候
一
人
、
六
百
石
。
本
注

曰
く
、
雒
陽

城
の
十
二
門
、
其
の
正
南
の
一
門
を
平
城
門
と
曰
ひ
、
北
宫
門
、

衛
尉
に
属
す
。
其
の
余
は
上
西
門
、
雍
門
、
広
陽
門
、
津
門
、



- 87 -

小
苑
門
、
開
陽
門
、
耗
門
、
中
東
門
、
上
東
門
、
穀
門
、
夏
門
、

凡
そ
十
二
門
。
）
」
と
そ
の
名
が
見
え
る
。
阮
籍
「
詠
懐
」
詩
八

十
二
首
其
十
一
（
『
文
選
』
巻
二
十
三
）
「
歩
出
上
東
門
、
北
望

首
陽
岑
（
歩
み
て
上
東
門
を
出
で
、
北
の
か
た
首
陽
の
岑
を
望

む
）」
と
あ
り
、
李
善
注
が
引
く
『
河
南
郡
図
経
』
に
「
東
に
三

門
有
り
、
最
も
北
頭
を
上
東
門
と
曰
ふ
。
」
と
あ
る
。
ま
た
「
古

詩
十
九
首
」
（
『
文
選
』
巻
二
十
九
）
其
十
三
に
も
「
駆
車
上
東

門
、
遥
望
郭
北
墓
（
車
を
上
東
門
に
駆
り
、
遥
か
に
郭
北
の
墓

を
望
む
）
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
門
を
出
る
と
王
侯
貴
族
の
墓

が
あ
る
北
茫
山
が
眺
め
ら
れ
た
。

［
金
馬
］
銅
で
鋳
た
馬
。
『
史
記
』
滑
稽
列
伝
に
「
金
馬
門
者
、
宦

者
署
門
也
。
門
傍
有
銅
馬
、
故
謂
之
曰
金
馬
門
。（
金
馬
門
は
、

宦
者
署
の
門
な
り
。
門
の
傍
ら
に
銅
馬
有
り
、
故
に
之
れ
を
謂

ひ
て
金
馬
門
と
曰
ふ
。
）
」
と
あ
る
。
金
馬
門
は
略
し
て
金
門
と

も
。
楊
雄
「
解
嘲
」
（
『
文
選
』
巻
四
十
五
）
に
「
今
吾
子
幸
得

遭
明
盛
之
世
、
処
不
諱
之
朝
、
与
群
賢
同
行
、
歴
金
門
、
上
玉

堂
有
日
矣
。（
今

吾
子

幸
ひ
に
明
盛
の
世
に
遭
ひ
、
不
諱
の

朝
に
処
り
、
群
賢
と
行
を
同
じ
く
し
、
金
門
を
歴
て
、
玉
堂
に

上
る
を
得
る
こ
と
日
有
り
。
）
」
と
あ
る
。
長
安
と
結
び
付
き
の

強
い
語
だ
が
、
こ
こ
は
都
城
で
あ
る
こ
と
を
表
現
し
た
の
だ
ろ

う
。

［
南
陌
］
南
側
の
道
。
梁
・
沈
約
「
鼓
吹
曲
同
諸
公
賦
・
臨
高
台
」

に
「
所
思
竟
何
在
、
洛
陽
南
陌
頭
（
思
ふ
所
は
竟
に
何
く
に
か

在
る
、
洛
陽

南
陌
の

頭

）
」
と
あ
り
、
梁
武
帝
蕭
衍
「
河
中

ほ
と
り

之
水
歌
」
（
『
玉
台
』
巻
九
作
「
無
名
氏
」
。
）
に
「
河
中
之
水
向

東
流
、
洛
陽
女
児
名
莫
愁
。
莫
愁
十
三
能
織
綺
、
十
四
采
桑
南

陌
頭
（
河
中
の
水

東
に
向
か
ひ
て
流
れ
、
洛
陽
の
女
児

莫

愁
と
名
づ
く
。
莫
愁

十
三
に
し
て
能
く
綺
を
織
り
、
十
四
に

し
て
桑
を
南
陌
の
頭
に
采
る
）」
と
あ
る
よ
う
に
、
莫
愁
の
よ
う

な
若
く
美
し
い
女
性
が
桑
と
採
る
と
こ
ろ
と
し
て
設
定
さ
れ
る
。

陳
後
主
「
洛
陽
道
」
に
「
佳
麗
嬌
南
陌
、
香
気
含
風
好
（
佳
麗

南
陌
に
嬌
と
し
て
、
香
気

風
の
好
き
を
含
む
）
」
と
あ
っ
た
。

［
銅
駝
］
洛
陽
城
内
に
あ
っ
た
繁
華
街
の
名
。
道
の
両
脇
に
銅
で

鋳
た
二
頭
の
駱
駝
の
像
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
晋
・
陸
機
「
洛

陽
記
」
に
「
洛
陽
有
銅
駝
街
、
漢
鋳
銅
駝
二
枚
、
在
宮
南
四
会

道
相
対
。
俗
語
曰
、『
金
馬
門
外
集
衆
賢
、
銅
駝
陌
上
集
少
年
』
。

（
洛
陽
に
銅
駝
街
有
り
、
漢
の
鋳
し
た
る
銅
駝
二
枚
、
宮
の
西

南
に
在
り
四
会
の
道
に
相
ひ
対
す
。
俗
語
に
曰
く
、
『
金
馬
門
外

衆
賢
集
ひ
、
銅
駝
陌
上

少
年
集
ふ
』
と
。
）
」（
『
太
平
御
覧
』

巻
百
五
十
八
）
と
あ
る
。

５
華
軒
翼
葆
吹

６
飛
蓋
響
鳴
珂

［
華
軒
］
財
産
や
地
位
に
恵
ま
れ
た
人
が
乗
る
豪
華
な
車
。
阮
籍

「
詠
懐
」
詩
八
十
二
首
其
六
十
に
「
屣
履
詠
南
風
、
縕
袍
笑
華

軒
（
屣
履

『
南
風
』
を
詠
じ
、
縕
袍

華
軒
を
笑
ふ
）」
と
見

し

り

う
ん
ぽ
う

え
る
。
ま
た
、
梁
・
江
淹
「
雑
体
詩
」
三
十
首
（
『
文
選
』
巻
三

十
一
）「
左
記
室

詠
史

思
」
に
「
金
張
服
貂
冕
、
許
史
乗
華

軒
（
金
張

貂
冕
を
服
し
、
許
史

華
軒
に
乗
る
）
」
と
あ
り
、

て
う
べ
ん

李
善
注
は
『
漢
書
』
劉
向
伝
に
「
向
遂
上
封
事
極
諌
曰
、『
…
。

今
王
氏
一
姓
乗
朱
輪
華
轂
者
二
十
三
人
、
…
…
』
。
（
向

遂
に
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封
事
を

上

り
極
め
て
諌
め
て
曰
く
、『
…
。
今

王
氏
一
姓

た
て
ま
つ

朱
輪
華
轂
に
乗
る
者
二
十
三
人
、
…
…
』
と
。
）
」
と
あ
る
の
を

く
ゎ
こ
く

引
く
。

［
翼
］
左
右
に
あ
っ
て
輔
佐
す
る
。

［
葆
吹
］
葆
車
と
鼓
吹
。
葆
車
は
鳥
の
羽
で
車
蓋
を
飾
っ
た
車
。

『
後
漢
書
』
光
武
帝
紀
下
に
「
益
州
伝
送
公
孫
述
瞽
師
・
郊
廟

楽
器
・
葆
車
・
輿
輦
、
於
是
法
物
始
備
。
（
益
州

公
孫
述
の
瞽

師
・
郊
廟
の
楽
器
・
葆
車
・
輿
輦
を
伝
送
し
、
是
に
於
い
て
法

物

始
め
て
備
は
る
。
）
」
と
あ
り
、
李
賢
注
に
「
葆
車
謂
上
建

羽
葆
也
。
合
聚
五
采
羽
名
為
葆
。（
葆
車
は
上
に
羽
葆
を
建
つ
る

を
謂
ふ
な
り
。
五
采
の
羽
を
合
聚
す
る
を
名
づ
け
て
葆
と
為

す
。
）
」
と
い
う
。
鼓
吹
、
こ
こ
は
「
華
軒
」
の
左
右
に
あ
っ
て

楽
曲
を
演
奏
す
る
楽
隊
を
指
す
。
梁
簡
文
帝
蕭
綱
「
『
昭
明
太
子

集
』
序
」
に
「
胡
香
翼
蓋
、
葆
吹
従
風
。
（
胡
香

蓋
を
翼
け
、

た
す

葆
吹

風
に
従
ふ
。
）
」
と
あ
り
、
梁
・
陸
罩
「
奉
和
往
虎
窟
山

と
う

寺
」
詩
に
「
葆
吹
臨
風
遠
、
旌
羽
映
九
斿
（
葆
吹

風
に
臨
ん

で
遠
く
、
旌
羽

九
斿
映
ず
）」
と
見
え
る
。

き
う
り
う

［
飛
蓋
］
車
を
飛
ぶ
よ
う
に
走
ら
せ
る
。「
蓋
」
は
車
の
覆
い
、
転

じ
て
車
そ
の
も
の
を
指
す
。
三
国
魏
・
曹
植
「
公
宴
」
詩
（
『
文

選
』
巻
二
十
）
に
「
清
夜
遊
西
園
、
飛
蓋
相
追
随
（
清
夜
に
西

園
に
遊
び
、
蓋
を
飛
ば
し
て
相
ひ
追
随
す
）」
と
。
ま
た
、
梁
・

江
淹
「
雑
体
詩
三
十
首
」
（
『
文
選
』
巻
三
十
一
）
「
左
記
室

詠
史

思
」
に
「
太
平
多
歓
娯
、
飛
蓋
東
都
門
（
太
平

歓
娯

多
く
、
蓋
を
飛
ば
す

東
都
門
）」
と
あ
る
。
ま
た
、
葆
車
と
同

じ
く
鳥
の
羽
で
飾
っ
た
車
と
も
。

［
鳴
珂
］
身
分
の
高
い
人
が
乗
る
馬
の
く
つ
わ
を
飾
る
玉
。
馬
が

走
る
と
涼
や
か
な
音
で
鳴
る
。「
珂
」
は
貝
殻
か
ら
作
っ
た
白
い

飾
り
。『
西
京
雑
記
』
巻
二
に
「
武
帝
時
、
…
。
長
安
始
盛
飾
鞍

馬
、
競
加
雕
鏤
。
或
一
馬
之
飾
直
百
金
。
皆
以
南
海
白
蜃
為
珂
、

紫
金
為
華
、
以
飾
其
上
。（
武
帝
の
時
、
…
。
長
安

始
め
て
盛

ん
に
鞍
馬
を
飾
り
、
競
ひ
て
雕
鏤
を
加
ふ
。
或
い
は
一
馬
の
飾

て
う
ろ
う

り

直

百
金
。
皆
な
南
海
の
白
蜃
を
以
て
珂
と
為
し
、
紫
金

あ
た
ひ

を
華
と
為
し
て
、
以
て
其
の
上
を
飾
る
。
）
」
梁
・
何
遜
「
車
中

見
新
林
分
別
甚
盛
」
詩
に
「
隔
林
望
行
幰
、
下
阪
聴
鳴
珂
（
林

を
隔
て
て
行
幰
を
望
み
、
阪
を
下
り
て
鳴
珂
を
聴
く
）
」
と
見

か
う
け
ん

さ
か

め
い

か

え
る
。

７
潘
郎
車
欲
満

８
無
奈
擲
花
何

［
潘
郎
］
潘
岳
。
二
句
は
、
簡
文
帝
蕭
綱
「
洛
陽
道
」
に
も
「
玉

車
争
暁
入
、
潘
果
溢
高
箱
（
玉
車

争
ひ
て
暁
に
入
り
、
潘
果

高
箱
に
溢
る
）
」
と
あ
っ
た
よ
う
に
、『
晋
書
』
潘
岳
伝
に
「
婦

人
遇
之
者
、
皆
連
手
縈
繞
、
投
之
以
果
、
遂
満
車
而
帰
。（
婦
人

之
れ
に
遇
へ
ば
、
皆
な
手
を
連
ね
て
縈
繞
し
、
之
れ
に
投
ず

る
に
果
を
以
て
し
、
遂
に
車
に
満
ち
て
帰
る
。
）
」
と
見
え
る
故

事
に
よ
る
。

［
車
欲
満
］
婦
人
た
ち
に
投
げ
込
ま
れ
た
果
物
で
車
が
溢
れ
そ
う

に
な
る
。
『
世
説
新
語
』
容
止
に
「
潘
岳
妙
有
姿
容
、
好
神
情
。

少
時
、
挟
弾
出
洛
陽
道
、
婦
人
遇
者
、
莫
不
連
手
共
縈
之
。（
潘

岳

妙
に
し
て
姿
容
有
り
、
神
情
好
し
。
少
き
時
、

弾

を
挟

は
じ
き
ゆ
み

み
て
洛
陽
の
道
に
出
づ
る
に
、
婦
人
の
遇
ふ
者
、
手
を
連
ね
て
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共
に
之
れ
に
縈
は
ざ
る
莫
し
。
）
」
と
『
晋
書
』
と
同
じ
よ
う
な

ま
と

話
を
載
せ
、
劉
孝
標
注
引
『
語
林
』
に
「
安
仁
至
美
、
毎
行
、

老
嫗
以
果
擲
之
、
満
車
。（
安
仁

至
美
、
行
く
毎
に
、
老
嫗

果
を
以
て
之
れ
に

擲

ち
、
車
に
満
つ
。
）」
と
あ
る
。

な
げ
う

［
無
奈
～
何
］
～
を
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

陳
・
徐
陵
「
洛
陽
道
」
二
首
其
二

【
本
文
及
び
書
き
下
し
】

１
洛
陽
馳
道
上

洛
陽

馳
道
の
上

２
春
日
起
塵
埃

春
日

塵
埃
起
こ
る

３
濯
龍
望
如
霧

濯
龍

望
め
ば
霧
の
如
く

４
河
橋
度
似
雷

河
橋

度
れ
ば
雷
に
似
る

わ
た

５
聞
珂
知
馬
蹀

珂
を
聞
き
て
馬
の
蹀
む
を
知
り

あ
ゆ

６
傍
幰
見
甍
開

幰
に
傍
ひ
て
甍
の
開
く
を
見
る

７
相
看
不
得
語

相
ひ
看
る
も
語
る
を
得
ず

８
密
意
眼
中
来

密
意

眼
中
よ
り
来
た
る

【
日
本
語
訳
】

１
洛
陽
の
天
子
が
お
通
り
に
な
る
道
に

２
こ
の
春
の
日
、
砂
埃
が
舞
い
上
が
っ
て
い
ま
す

３
濯
龍
池
は
砂
埃
が
立
ち
籠
め
て
霧
が
懸
か
っ
た
み
た
い
に
ぼ
ん

や
り
と
し
か
見
え
ま
せ
ん
が

４
河
橋
か
ら
は
橋
を
渡
る
車
の
音
が
雷
の
よ
う
に
響
い
て
来
ま
す

５
く
つ
わ
の
飾
り
玉
の
音
を
耳
に
し
て
馬
が
近
く
ま
で
歩
い
て
来

た
の
が
分
か
り
ま
し
た

６
砂
埃
の
中
、
車
の
ほ
ろ
の
す
ぐ
向
こ
う
側
に
宮
殿
の
瓦
屋
根
が

見
え
ま
し
た

７
お
互
い
に
姿
を
見
て
も
言
葉
を
交
わ
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が

８
深
い
思
い
は
眼
の
中
か
ら
溢
れ
出
て
い
ま
す

【
校
勘
】

○
『
徐
孝
穆
集
』
巻
一
・
『
文
苑
英
華
』
巻
百
九
十
二
・
『
古
詩
紀
』

巻
百
十

３
「
霧
」
、
底
本
注
・
本
集
注
並
云
「
一
作
『
水
』
」
。
『
英
華
』
作

「
水
」、
而
注
云
「
一
作
『
霧
』
」
。

６
「
幰
」
、『
英
華
』
作
「
幔
」
。

【
押
韻
】

「
埃
」「
開
」「
来
」、
上
平
十
六
咍
韻
。
「
雷
」、
上
平
十
五
灰
韻
。

灰
・
咍
同
用
。

【
語
釈
】

１
洛
陽
馳
道
上

２
春
日
起
塵
埃

［
馳
道
」
天
子
の
車
が
通
る
道
。『
礼
記
』
曲
礼
下
に
「
歳
凶
、
年

穀
不
登
、
君
膳
不
祭
肺
、
馬
不
食
穀
、
馳
道
不
除
、
祭
事
不
県
。

（
歳

凶
に
し
て
、
年
穀

登
ら
ざ
れ
ば
、
君

膳
に
肺
を
祭

み
の

ら
ず
、
馬

穀
を
食
は
ず
、
馳
道

除
は
ず
、
祭
事

県
せ
ず
。
）
」

は
ら

と
あ
り
、
孔
穎
達
疏
に
「
馳
道
、
正
道
。
如
今
之
御
路
也
。
是

君
馳
走
車
馬
之
処
、
故
曰
馳
道
也
。（
馳
道
、
正
道
な
り
。
今
の

御
路
の
如
き
な
り
。
是
れ
君
の
車
馬
を
馳
走
す
る
の
処
、
故
に
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馳
道
と
曰
ふ
な
り
。
）
」
と
い
う
。
ま
た
、
宋
・
鮑
照
「
代
君
子

有
所
思
」
（
『
文
選
』
巻
三
十
一
。
『
鮑
氏
集
』
作
「
代
陸
平
原

君
主
有
所
思
行
」）
に
「
層
閣
粛
天
居
、
馳
道
直
如
髪
（
層
閣

粛
と
し
て
天
居
の
ご
と
く
、
馳
道

直
き
こ
と
髪
の
如
し
）
」

と
あ
っ
て
、
李
善
注
は
『
漢
書
』
成
帝
紀
に
「
上
嘗
急
召
、
太

子
出
龍
楼
門
、
不
敢
絶
馳
道
。（
上

嘗
て
急
に
召
す
に
、
太
子

龍
楼
門
を
出
で
、
敢
へ
て
馳
道
を
絶
た
ず
。
）
」
と
あ
り
、
顔

師
古
注
が
引
く
応
劭
の
説
に
「
馳
道
、
天
子
所
行
道
也
、
若
今

之
中
道
。
（
馳
道
、
天
子
の
行
く
所
の
道
な
り
、
今
の
中
道
の
若

し
。
）」
と
あ
る
の
を
引
く
。

［
春
日
］
春
。『
詩
経
』
豳
風
・
七
月
に
「
春
日
載
陽
、
有
鳴
倉
庚

（
春
日

載
め
て

陽

か
く
、
鳴
く
倉
庚
有
り
）」
と
。

は
じ

あ
た
た

［
塵
埃
］
砂
埃
。
梁
・
丘
遅
「
贈
何
郎
」
詩
に
「
向
夕
秋
風
起
、

野
馬
雑
塵
埃
（
向
夕

秋
風

起
ち
、
野
馬

塵
埃
に
雑
ふ
）」

ま
じ

と
見
え
る
。

３
濯
龍
望
如
霧

４
河
橋
度
似
雷

［
濯
龍
］
園
の
名
、
或
い
は
池
の
名
。『
後
漢
書
』
明
徳
馬
皇
后
紀

に
「
帝
幸
濯
龍
中
。
（
帝

濯
龍
中
に

幸

す
。
）
」
と
あ
り
、
李

み
ゆ
き

賢
注
に
「
『
続
漢
志
』
曰
、『
濯
龍
、
園
名
也
。
近
北
宮
』
。（
『
続

漢
志
』
に
曰
く
、『
濯
龍
、
園
の
名
な
り
。
北
宮
に
近
し
』
と
。
」

と
い
う
。
ま
た
、
漢
・
張
衡
「
東
京
賦
」
（
『
文
選
』
巻
三
）
に

「
濯
龍
芳
林
、
九
谷
八
溪
。（
濯
龍

芳
林
、
九
谷

八
溪
あ
り
。
）
」

と
あ
り
、
薛
綜
注
に
「
『
洛
陽
図
経
』
曰
、
『
濯
龍
、
地
名
。
故

歌
曰
、
〔
濯
龍
望
如
海
、
河
橋
渡
似
雷
〕
』
。
（
『
洛
陽
図
経
』
に

曰
く
、
『
濯
龍
、
地
名
な
り
。
故
歌
に
曰
く
、
〔
濯
龍

望
め
ば

海
の
如
く
、
河
橋

渡
れ
ば
雷
に
似
る
〕
と
』
と
。
）
」
と
あ
る
。

二
句
は
こ
の
故
歌
に
基
づ
く
よ
う
で
あ
る
。

［
如
霧
］
霧
の
よ
う
に
形
が
判
然
と
し
な
い
。
斉
・
王
融
「
芳
樹
」

に
「
相
望
早
春
日
、
煙
華
雑
如
霧
（
相
ひ
望
む

早
春
の
日
、

煙
華

雑
り
て
霧
の
如
し
）
」
と
。

［
河
橋
］
陳
後
主
「
洛
陽
道
」
五
首
其
三
に
も
「
忘
情
伊
水
側
、

税
駕
河
橋
傍
（
情
を
忘
る

伊
水
の
側
、
駕
を
税
く

河
橋
の

と

傍
）」
と
あ
っ
た
。
晋
の
杜
預
が
黄
河
に
架
け
た
橋
の
名
。
河
南

省
孟
県
の
西
南
、
孟
津
県
の
東
北
に
あ
っ
た
。
漢
魏
の
洛
陽
城

か
ら
見
て
東
北
に
当
た
る
。
梁
・
蕭
子
暉
「
応
教
使
君
春
遊
」

詩
に
「
上
林
看
草
色
、
河
橋
望
日
暉
（
上
林
に
草
色
を
看
、
河

橋
に
日
暉
を
望
む
）」
の
よ
う
に
都
と
関
係
の
深
い
地
名
と
し
て

現
れ
る
。

５
聞
珂
知
馬
蹀

６
傍
幰
見
甍
開

［
聞
珂
］
馬
の
く
つ
わ
飾
り
の
響
き
を
耳
に
し
て
。
前
詩
に
も
「
華

軒
翼
葆
吹
、
飛
蓋
響
鳴
珂
（
華
軒

葆
吹
翼
け
、
飛
蓋

鳴
珂

た
す

響
く
）」
と
あ
っ
た
。

［
馬
蹀
］
馬
が
進
む
こ
と
。「
蹀
」
、
こ
こ
は
馬
が
歩
く
こ
と
。
宋
・

て
ふ

謝
荘
「
従
駕
頓
上
」
詩
に
「
冀
馬
依
風
蹀
、
辺
簫
当
夜
聞
（
冀

馬

風
に
依
り
て
蹀
み
、
辺
簫

夜
に
当
た
り
て
聞
こ
ゆ
）
」

あ
ゆ

と
あ
る
。

［
傍
幰
］
車
の
す
ぐ
側
に
控
え
る
。
「
幰
」
、
車
の
カ
ー
テ
ン
、
転

じ
て
車
を
指
す
。
潘
岳
「
藉
田
賦
」
（
『
文
選
』
巻
七
）
に
「
微
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風
生
於
軽
幰
兮
、
繊
埃
起
於
朱
輪
。（
微
風

軽
幰
に
生
じ
、
繊

埃

朱
輪
に
起
こ
る
。
）
」
と
あ
る
。
ま
た
、
右
に
も
引
い
た
何

遜
「
車
中
見
新
林
分
別
甚
盛
」
詩
に
も
「
隔
林
望
行
幰
、
下
阪

聴
鳴
珂
（
林
を
隔
て
て
行
幰
を
望
み
、
阪
を
下
り
て
鳴
珂
を
聴

か
う
け
ん

さ
か

め
い

か

く
）」
と
「
珂
」「
幰
」
の
対
が
あ
る
。

［
甍
開
］
建
ち
並
ぶ
宮
殿
が
姿
を
現
す
。「
甍
」
は
瓦
葺
き
の
屋
根
。

こ
こ
は
洛
陽
城
中
の
宮
殿
を
い
う
。
左
思
「
呉
都
賦
」（
『
文
選
』

巻
五
）
に
「
長
干
延
属
、
飛
甍
舛
互
。（
長
干

延
属
し
、
飛
甍

ひ

ば
う

舛
互
す
。
）
」
と
あ
り
、
劉
逵
注
は
「
飛
甍
舛
互
、
言
室
屋
之

せ
ん

ご

多
相
連
下
之
貌
。（
飛
甍

舛
互
す
と
は
、
室
屋
の
多
く
し
て
相

ひ
連
な
り
て
下
る
の
貌
を
言
ふ
。
）
」
と
い
う
。
「
開
」
は
、
砂

埃
の
中
か
ら
姿
を
現
す
こ
と
と
解
し
て
み
た
。

７
相
看
不
得
語

８
密
意
眼
中
来

［
相
看
］
互
い
に
見
つ
め
合
う
。
張
正
見
「
洛
陽
道
」
に
も
「
紅

塵
暮
不
息
、
相
看
連
騎
稀
（
紅
塵

暮
れ
に
息
ま
ず
、
相
ひ
看

る

連
騎
の
稀
な
る
を
）」
と
見
え
る
。

［
不
得
語
］
言
葉
を
交
わ
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
「
古
詩
十
九
首
」

其
十
に
「
河
漢
清
且
浅
、
相
去
復
幾
許
。
盈
盈
一
水
間
、
脈
脈

不
得
語
（
河
漢

清
く
し
て
且
つ
浅
し
、
相
ひ
去
る
こ
と

復

た
幾
許
ぞ
。
盈
盈
た
る
一
水
の
間
、
脈
脈
と
し
て
語
る
を
得
ず
）
」

と
天
の
川
を
挟
ん
だ
牽
牛
と
織
女
と
の
様
子
を
描
く
場
面
に
見

え
る
。

［
密
意
］
ひ
そ
や
か
な
情
愛
。
例
と
し
て
は
や
や
遅
れ
る
が
隋
・

盧
思
道
「
日
出
東
南
隅
行
」
に
「
深
情
出
艶
語
、
密
意
満
横
眸

（
深
情

艶
語
に
出
で
、
密
意

横
眸
に
満
つ
）」
と
見
え
る
。

［
眼
中
来
］
眼
に
現
れ
る
。「
眼
中
」
の
語
は
晋
・
陸
雲
「
答
張
士

然
」
詩
（
『
文
選
』
巻
二
十
五
）
に
「
感
念
桑
梓
城
、
髣
髴
眼
中

人
（
桑
梓
の
城
を
感
念
し
、
眼
中
の
人
を
髣
髴
す
）
」
と
見
え
る
。

陳
・
岑
之
敬
「
洛
陽
道
」

【
本
文
及
び
書
き
下
し
】

１
喧
喧
洛
水
浜

喧
喧
た
り

洛
水
の
浜

２
鬱
鬱
小
平
津

鬱
鬱
た
り

小
平
津

３
路
傍
桃
李
節

路
傍

桃
李
の
節

４
陌
上
採
桑
春

陌
上

桑
を
採
る
の
春

５
聚
車
看
衛
玠

車
を
聚
め
て
衛
玠
を
看

ゑ
い
か
い

６
連
手
望
安
仁

手
を
連
ね
て
安
仁
を
望
む

７
復
有
能
留
客

復
た
能
く
客
を
留
む
る
有
り

８
莫
愁
嬌
態
新

莫
愁

嬌
態

新
た
な
り

【
日
本
語
訳
】

１
に
ぎ
や
か
な
洛
水
の
ほ
と
り

２
人
で
ご
っ
た
返
す
小
平
津

３
路
の
側
ら
に
桃
李
が
咲
き
誇
る
時
節

４
道
の
側
で
秦
羅
敷
が
桑
の
葉
を
採
る
春

５
人
々
が
参
集
し
て
は
衛
玠
を
眺
め

６
婦
人
た
ち
が
手
を
繋
い
で
潘
岳
を
望
む

７
そ
の
上
、
人
々
に
帰
る
の
を
忘
れ
さ
せ
る

８
初
々
し
く
も
艶
や
か
な
様
子
の
莫
愁
が
い
る
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【
校
勘
】

○
『
文
苑
英
華
』
巻
百
九
十
二
・
『
古
詩
紀
』
巻
百
十
六

０
「
岑
之
敬
」
、
底
本
作
「
岑
敬
之
」
、
而
底
本
巻
二
十
二
「
折
楊

柳
」
亦
作
「
岑
敬
之
」
、
注
云
「
拠
『
陳
書
』
巻
三
四
・
『
詩
紀
』

巻
一
○
六
改
」。
今
従
之
。

１
「
水
」
、『
英
華
』
作
「
川
」
、
注
云
「
一
作
『
水
』
」。

【
押
韻
】

「
浜
」
「
津
」
「
仁
」
「
新
」
、
上
平
十
七
真
韻
。
「
春
」
、
上
平
十
八

諄
韻
。
真
・
諄
同
用
。

【
作
者
】

五
一
九
～
五
七
九
。
字
は
思
礼
、
南
陽
棘
陽
（
河
南
省
南
陽
市
）

の
人
。
梁
武
帝
の
中
大
通
六
（
五
三
四
）
年
、
武
帝
に
抜
擢
さ
れ
、

以
後
晋
安
王
の
中
記
室
な
ど
を
勤
め
た
。
陳
宣
帝
の
太
建
（
五
六

九
～
五
八
二
）
の
初
め
、
東
宮
義
省
学
士
を
授
け
ら
れ
、
南
台
詔

書
侍
御
な
ど
を
歴
任
し
た
。
今
に
残
る
詩
は
四
首
、
い
ず
れ
も
『
楽

府
詩
集
』
に
収
め
ら
れ
る
。

【
語
釈
】

１
喧
喧
洛
水
浜

２
鬱
鬱
小
平
津

［
喧
喧
］
人
の
声
や
物
の
音
が
に
ぎ
や
か
で
騒
が
し
い
。
梁
・
何

遜
「
学
古
、
贈
丘
永
嘉
征
還
」
詩
に
「
結
客
蔥
河
返
、
喧
喧
動

四
隣(

客
を
結
び
て
蔥
河
よ
り
返
り
、
喧
喧
と
し
て
四
隣
を
動
か

す
）」
と
あ
る
。
諠
諠
と
も
。
梁
・
呉
均
「
戦
城
南
」
に
「
陌
上

何
諠
諠
、
匈
奴
囲
塞
垣
（
陌
上

何
ぞ
諠
諠
た
る
、
匈
奴

塞

垣
を
囲
む
）
」
（
「
諠
諠
」
、
『
文
苑
英
華
』
巻
百
九
十
六
作
「
喧

喧
」
。）
と
。

［
洛
水
］
今
の
洛
河
。
黄
河
の
支
流
の
ひ
と
つ
。
陝
西
省
洛
南
県

を
発
し
、
河
南
省
鞏
義
で
黄
河
と
合
流
す
る
。
漢
・
楊
雄
「
羽

猟
賦
」
（
『
文
選
』
巻
八
）
に
「
鞭
洛
水
之
宓
妃
、
餉
屈
原
与
彭

胥
。
（
洛
水
の
宓
妃
を
鞭
う
ち
、
屈
原
と
彭
胥
と
に
餉
る
。
）
」

お
く

と
見
え
る
。
陳
・
江
総
「
洛
陽
道
」
二
首
其
一
に
も
「
徳
陽
穿

洛
水
、
伊
闕
邇
河
橋
（
徳
陽

洛
水
を
穿
ち
、
伊
闕

河
橋
に
邇ち

か

し
）」
と
あ
る
。
ま
た
、
庾
肩
吾
「
洛
陽
道
」
に
は
「
徼
道
臨
河

曲
、
層
城
傍
洛
川
（
徼
道

河
曲
に
臨
み
、
層
城

洛
川
に
傍

け
う
だ
う

ふ
）」
と
「
洛
川
」
の
名
で
現
れ
る
。

[

鬱
鬱]

人
が
大
勢
い
て
に
ぎ
や
か
な
様
。
漢
・
無
名
氏
「
古
詩
為

焦
仲
卿
妻
作
」
（
『
玉
台
』
巻
一
）
に
「
従
人
四
五
百
、
鬱
鬱
登

郡
門
（
従
人

四
五
百
、
鬱
鬱
と
し
て
郡
門
に
登
る
）」
と
。

［
小
平
津
］
黄
河
に
設
け
ら
れ
た
関
所
の
名
。
今
の
河
南
省
孟
津

県
の
東
北
に
あ
っ
た
。『
後
漢
書
』
霊
帝
紀
に
「
置
八
関
都
尉
官
。

（
八
関
都
尉
の
官
を
置
く
。
）
」
と
あ
り
、
李
賢
注
に
「
八
関
は

謂
函
谷
・
広
城
・
伊
闕
・
大
谷
・
轘
轅
・
旋
門
・
小
平
津
・
孟

津
也
。（
八
関
は
函
谷
・
広
城
・
伊
闕
・
大
谷
・
轘
轅
・
旋
門
・

小
平
津
・
孟
津
を
謂
ふ
な
り
。
）
」
と
い
う
。
呉
均
「
携
手
曲
」

（
『
玉
台
』
巻
六
）
に
「
鶏
鳴
上
林
苑
、
薄
暮
小
平
津
（
鶏
鳴
に

は
上
林
苑
、
薄
暮
に
は
小
平
津
）
」
と
。
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３
路
傍
桃
李
節

４
陌
上
採
桑
春

［
路
傍
」
道
の
傍
ら
。
漢
・
宋
子
侯
「
董
嬌
饒
」（
『
玉
台
』
巻
一
）

に
「
洛
陽
城
東
路
、
桃
李
生
路
傍
。
…
…
。
不
知
誰
家
子
、
提

籠
行
采
桑
（
洛
陽

城
東
の
路
、
桃
李

路
傍
に
生
ず
。
…
…
。

知
ら
ず

誰
が
家
の
子
ぞ
、
籠
を
提
げ
て
行
ゆ
く
桑
を
采
る
）」

と
あ
る
の
に
拠
る
。

［
桃
李
節
］
桃
李
が
花
を
咲
か
せ
る
時
節
。
鮑
照
「
学
劉
公
幹
体
」

詩
（
『
文
選
』
巻
三
十
一
）
に
「
艷
陽
桃
李
節
、
皎
潔
不
成
妍
（
艷

陽

桃
李
の
節
、
皎
潔

妍
を
成
さ
ず
）
」
と
あ
る
。

［
陌
上
］
道
の
傍
ら
。
や
は
り
桑
を
採
る
美
し
い
女
性
が
登
場
す

る
場
。
相
和
曲
に
属
す
る
古
楽
府
に
「
陌
上
桑
」
が
あ
り
、
晋
・

崔
豹
『
古
今
注
』
音
楽
に
「
『
陌
上
桑
』
、
出
秦
氏
女
子
。
秦
氏
、

邯
鄲
人
、
有
女
名
羅
敷
、
為
邑
人
千
乗
王
仁
妻
。
王
仁
後
為
趙

王
家
令
。
羅
敷
出
採
桑
於
陌
上
、
趙
王
登
台
、
見
而
悦
之
、
因

飲
酒
欲
奪
焉
。
羅
敷
乃
弾
箏
、
乃
作
『
陌
上
歌
』
以
自
明
焉
。

（
『
陌
上
桑
』
、
秦
氏
の
女
子
に
出
づ
。
秦
氏
、
邯
鄲
の
人
、

女
む
す
め

有
り

羅
敷
と
名
づ
け
、
邑
人

千
乗
の
王
仁
の
妻
と
為
る
。

王
仁

後
に
趙
王
の
家
令
と
為
る
。
羅
敷

出
で
て
桑
を
陌
上

に
採
る
に
、
趙
王

台
に
登
り
、
見
て
之
れ
を
悦
び
、
因
り
て

酒
を
飲
ま
し
め
て
焉
れ
を
奪
は
ん
と
欲
す
。
羅
敷

乃
ち
箏
を

弾
き
、
乃
ち
『
陌
上
歌
』
を
作
り
て
以
て
自
ら
明
ら
か
に
す
。
）
」

と
い
う
。

［
採
桑
］
養
蚕
の
た
め
に
桑
の
葉
を
採
取
す
る
。
右
に
引
い
た
「
董

嬌
饒
」
「
陌
上
桑
」
、
或
い
は
「
秋
胡
行
」
な
ど
の
物
語
詩
で
男

女
が
出
逢
う
き
っ
か
け
と
な
る
春
の
行
事
と
し
て
描
か
れ
る
。

５
聚
車
看
衛
玠

６
連
手
望
安
仁

［
聚
車
］
車
を
集
め
る
。
多
く
の
人
が
参
集
す
る
こ
と
。
こ
こ
は

『
晋
書
』
衛
玠
伝
に
「
玠
字
叔
宝
。
年
五
歳
、
風
神
秀
異
。
祖

父
瓘
曰
、
『
此
児
有
異
於
衆
、
顧
吾
年
老
、
不
見
其
成
長
耳
』
。

総
角
乗
羊
車
入
市
、
見
者
皆
以
為
玉
人
、
観
之
者
傾
都
。（
玠

字
は
叔
宝
。
年

五
歳
に
し
て
、
風
神

秀
異
。
祖
父
瓘

曰

く
、『
此
の
児

衆
に
異
な
る
有
り
、
顧
だ
吾

年

老
い
た
れ

た

ば
、
其
の
成
長
す
る
を
見
ざ
ら
ん
の
み
』
と
。
総
角
し
て
羊
車

に
乗
り
て
市
に
入
れ
ば
、
見
る
者

皆
な
以
為
へ
ら
く

玉
人

な
り
と
、
之
れ
を
観
る
者

都
を
傾
く
。
）
」
と
都
中
の
人
が
集

ま
っ
た
と
い
う
故
事
に
拠
る
。

［
衛
玠
］
二
八
六
～
三
一
二
。
西
晋
の
人
。
右
に
引
い
た
よ
う
に

美
男
子
と
し
て
知
ら
れ
る
。

［
連
手
］
手
を
繋
ぐ
。『
晋
書
』
潘
岳
伝
に
「
岳
美
姿
儀
…
、
少
時

挟
弾
出
洛
陽
道
。
婦
人
遇
之
者
、
皆
連
手
縈
繞
、
投
之
以
果
、

遂
満
車
而
帰
。（
岳

姿
儀
美
に
し
て
…
…
、
少
き
時

弾
を
挟

み
て
洛
陽
道
に
出
づ
。
婦
人

之
れ
に
遇
へ
ば
、
皆
な
手
を
連

ね
て
縈
繞
し
、
之
れ
に
投
ず
る
に
果
を
以
て
し
、
遂
に
車
に
満

ち
て
帰
る
。
）」
と
あ
る
の
に
拠
る
。

［
安
仁
］
潘
岳
の
字
。

７
復
有
能
留
客

８
莫
愁
嬌
態
新

［
留
客
］
人
を
引
き
留
め
て
帰
る
の
を
忘
れ
さ
せ
る
。
『
楚
辞
』
大

招
に
「
長
袂
払
面
、
善
留
客
只
（
長
袂

面
を
払
ひ
、
善
く
客
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を
留
む
）
」
と
あ
り
、
王
逸
注
に
「
言
美
女
工
舞
、
揄
其
長
袖
、

周
旋
屈
折
、
払
拭
人
面
、
芬
香
流
衍
、
衆
客
喜
楽
、
留
不
能
去

也
。（
美
女
の
舞
ひ
を
工
み
に
し
、
其
の
長
袖
を
揄
る
ひ
、
周
旋

ふ

屈
折
し
て
、
人
面
を
払
拭
し
、
芬
香

流
衍
し
て
、
衆
客

喜

楽
し
て
、
留
ま
り
て
去
る
能
は
ざ
る
を
言
ふ
な
り
。
）
」
と
い
う
。

六
朝
詩
で
は
梁
・
費
昶
「
和
蕭
洗
馬
画
屏
風
」
詩
二
首
（
『
玉
台
』

巻
六
）
其
一
「
陽
春
発
和
気
」
に
「
払
袖
当
留
客
、
相
逢
莫
相

難
（
袖
を
払
へ
ば

当
に
客
を
留
む
べ
し
、
相
ひ
逢
へ
ば

相

ひ
難
き
こ
と
莫
し
）」
と
。

［
莫
愁
］
洛
陽
出
身
の
美
し
い
女
性
。
梁
・
武
帝
蕭
衍
「
河
中
之

水
歌
」
（
『
玉
台
』
巻
九
作
「
無
名
氏
」
。
）
に
「
河
中
之
水
向
東

流
、
洛
陽
女
児
名
莫
愁
。
莫
愁
十
三
能
織
綺
、
十
四
采
桑
南
陌

頭
（
河
中
の
水

東
に
向
か
ひ
て
流
れ
、
洛
陽
の
女
児

莫
愁

と
名
づ
く
。
莫
愁

十
三
に
し
て
能
く
綺
を
織
り
、
十
四
に
し

て
桑
を
南
陌
の
頭
に
采
る
）
」
と
あ
る
。

［
嬌
態
］
美
し
い
女
性
の
艶
め
か
し
い
様
子
。
梁
簡
文
帝
蕭
綱
「
詠

舞
」
詩
二
首
其
一
に
「
逐
節
工
新
舞
、
嬌
態
似
凌
虚
（
節
を
逐

ひ
て
新
舞
を
工
み
に
し
、
嬌
態

凌
虚
を
凌
ぐ
に
似
る
）」
と
。

陳
・
張
正
見
「
洛
陽
道
」

【
本
文
及
び
書
き
下
し
】

１
曾
城
啓
旦
扉

曾
城

旦
扉
啓
き

ひ
ら

２
上
洛
満
春
暉

上
洛

春
暉
満
つ

３
柳
影
縁
溝
合

柳
影

溝
に
縁
り
て
合
し

４
槐
花
夾
路
飛

槐
花

路
を
夾
み
て
飛
ぶ

５
蘇
合
弾
珠
罷

蘇
合

珠
を
弾
き
罷
み

６
黄
間
負
翳
帰

黄
間

翳
を
負
ひ
て
帰
る

え
い

７
紅
塵
暮
不
息

紅
塵

暮
れ
に
息
ま
ず

８
相
看
連
騎
稀

相
ひ
看
る

連
騎
の
稀
な
る
を

【
日
本
語
訳
】

１
朝
、
洛
陽
の
り
っ
ぱ
な
建
物
の
門
扉
が
開
き

２
洛
水
の
上
流
辺
り
に
は
春
の
日
の
輝
き
が
満
ち
溢
れ
る

３
ヤ
ナ
ギ
の
シ
ル
エ
ッ
ト
が
宮
中
の
水
路
に
沿
っ
て
重
な
り
合
い

４
エ
ン
ジ
ュ
の
花
が
道
の
両
側
で
散
っ
て
い
く

５
蘇
合
の
香
を
混
ぜ
た
弾
丸
を
弾
き
飛
ば
す
の
を
止
め
て

６
黄
間
の
弩
に
用
い
る
矢
を
入
れ
た
箱
を
背
負
っ
て
家
路
を
急
ぐ

７
暮
れ
に
な
っ
て
も
馬
や
車
が
立
て
る
砂
埃
は
収
ま
ら
な
い
が

８
ふ
と
見
れ
ば
、
取
り
巻
き
連
中
を
乗
せ
た
騎
馬
は
ほ
と
ん
ど
い

な
く
な
っ
て
い
た

【
校
勘
】

○
『
文
苑
英
華
』
巻
百
九
十
二
・
『
漢
魏
六
朝
百
三
家
集
』
・
『
古

詩
紀
』
巻
百
十
二

２
「
洛
」
、『
詩
紀
』
作
「
路
」
。

３
「
縁
」
、『
英
華
』
作
「
緑
」
。

４
「
夾
路
」
、
『
詩
紀
』
作
「
夾
岸
」
。
原
注
云
「
一
作
『
岸
』
」
、

底
本
注
云
、「
『
夾
路
』
、
『
詩
紀
』
巻
一
○
二
・
『
百
三
名
家
集
』

都
作
『
夾
岸
』、
与
『
縁
溝
』
相
応
、
似
勝
」。
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【
押
韻
】

「
扉
」「
暉
」「
飛
」「
帰
」「
稀
」、
上
平
八
微
韻
。

【
作
者
】

生
没
年
不
詳
。
梁
、
陳
に
仕
え
た
。
字
は
見
賾
、
清
河
の
東
武

け
ん
さ
く

城
（
山
東
省
東
武
城
の
西
北
）
の
人
。
梁
の
簡
文
帝
が
東
宮
に
あ

っ
た
時
、
年
十
三
に
し
て
頌
を
献
じ
て
大
い
に
賞
賛
さ
れ
た
。
梁

末
の
喪
乱
の
際
に
は
匡
俗
山
（
廬
山
の
こ
と
）
に
難
を
避
け
た
が
、

陳
の
武
帝
が
即
位
（
五
五
七
年
）
す
る
に
及
び
、
詔
に
よ
っ
て
都

建
康
に
召
還
さ
れ
、
宣
帝
の
太
建
（
五
六
九
～
五
八
二
）
中
に
没

し
た
。
時
に
年
四
十
九
。
『
陳
書
』
三
十
四
・
『
南
史
』
七
十
二
に

伝
が
あ
る
。
『
陳
書
』
本
伝
に
は
「
其
五
言
詩
尤
善
、
大
行
於
世
。

（
其
の
五
言
詩

尤
も
善
し
、
大
い
に
世
に
行
は
る
。
）
」
と
評
す

る
が
、
南
宋
・
厳
羽
は
『
滄
浪
詩
話
』
考
証
で
「
南
北
朝
人
惟
張

正
見
詩
最
多
、
而
最
無
足
省
発
。
所
謂
『
雖
多
亦
奚
以
為
』
。
（
南

北
朝
の
人

惟
だ
張
正
見
の
詩
の
み
最
も
多
く
し
て
、
最
も
省
発

す
る
に
足
る
無
し
。
所
謂
『
多
し
と
雖
も
亦
た
奚
を
以
て
為
さ

い
は
ゆ
る

な
に

ん
』
。
）
」
と
酷
評
す
る
。
道
坂
昭
広
氏
の
「
良
く
も
悪
く
も
陳
の

文
学
の
一
面
を
象
徴
す
る
詩
人
で
あ
る
。
」
（
興
膳
宏
編
『
六
朝
詩

人
伝
』
大
修
館
書
店

二
〇
〇
〇
）
と
い
う
評
が
公
平
な
と
こ
ろ

だ
と
思
う
。

【
語
釈
】

１
曾
城
啓
旦
扉

２
上
洛
満
春
暉

［
曾
城
］
都
、
ま
た
都
の
り
っ
ぱ
な
建
物
。
「
層
城
」
と
も
。
陸
機

「
贈
尚
書
郎
顧
彦
先
」
二
首
（
『
文
選
』
巻
二
十
四
）
其
二
「
朝

遊
遊
層
城
、
夕
息
旋
直
廬
（
朝
に
遊
ば
ん
と
し
て
層
城
に
遊
び
、

夕
べ
に
息
は
ん
と
し
て
直
廬
に
旋
る
）」
と
。
楊
明
校
箋
『
陸
機

い
こ

か
へ

集
校
箋
』
（
上
海
古
籍
出
版
社

二
〇
一
六
）
に
は
「
層
城
、
疑

是
晋
宮
城
内
楼
観
名
、
在
南
宮
太
極
殿
左
近
。
潘
尼
『
桑
樹
賦
』
、

『
倚
増
城
之
飛
観
、
払
綺
窓
之
疏
寮
。
』
層
城
即
増
城
。（
層
城
、

疑
ふ
ら
く
は
是
れ
晋
の
宮
城
内
の
楼
観
の
名
な
ら
ん
、
南
宮
太

極
殿
の
左
近
に
在
り
。
潘
尼
『
桑
樹
賦
』
に
、
『
増
城
の
飛
観
に

倚
り
、
綺
窓
の
疏
寮
を
払
ふ
』
と
。
層
城
は
即
ち
増
城
な
り
。
）
」

と
い
う
。
庾
肩
吾
「
洛
陽
道
」
に
も
「
徼
道
臨
河
曲
、
層
城
傍

洛
川
（
徼
道

河
曲
に
臨
み
、
層
城

洛
川
に
傍
ふ
）」
と
あ
っ

け
う
だ
う

た
。

［
啓
旦
扉
］
朝
を
迎
え
た
宮
殿
の
門
扉
が
開
く
。
「
旦
扉
」
の
語
、

六
朝
詩
に
は
他
の
用
例
は
見
当
た
ら
な
い
。
曹
植
「
五
遊
詠
」

に
「
閶
闔
啓
丹
扉
、
双
闕
曜
朱
光
（

閶

闔

丹
扉
啓
き
、
双
闕

し
や
う
か
ふ

朱
光
曜
く
）
」
、
陳
・
顧
野
王
「
陽
春
歌
」
に
「
春
草
正
芳
菲
、

重
楼
啓
曙
扉
（
春
草

正
に
芳
菲
と
し
て
、
重
楼

曙
扉
啓
く
）
」

と
見
え
る
。

［
上
洛
］
地
名
。
洛
水
の
上
流
、
今
の
陝
西
省
商
洛
市
の
辺
り
。

六
朝
詩
に
は
あ
ま
り
見
当
た
ら
な
い
が
、
北
周
・
庾
信
「
奉
報

寄
洛
州
」
詩
に
「
上
洛
逢
都
尉
、
商
山
見
逸
民
（
上
洛

逢
都

尉
に
逢
ひ
、
商
山

逸
民
を
見
る
）」
と
あ
る
。

［
満
春
暉
］
春
の
太
陽
の
光
に
満
ち
て
い
る
。「
春
暉
」
の
語
は
晋
・

陸
機
「
短
歌
行
」
（
『
文
選
』
巻
二
十
八
）
に
「
蘋
以
春
暉
、
蘭

以
秋
芳
（
蘋
は
春
を
以
て
暉
き
、
蘭
は
秋
を
以
て
芳
し
）」
と
見

- 96 -

え
る
が
、
こ
こ
は
晋
・
陸
雲
「
答
呉
王
上
将
顧
処
微
」
詩
九
章

其
六
に
「
豈
無
春
暉
、
茲
焉
可
栄
（
豈
に
春
暉
無
く
し
て
、
茲

に
焉
く
ん
ぞ

栄

く
べ
け
ん
や
）
」
と
あ
る
用
法
。
ま
た
、
梁
簡

は
な
さ

文
帝
蕭
綱
「
洛
陽
道
」
に
「
洛
陽
佳
麗
所
、
大
道
満
春
光
（
洛

陽

佳
麗
の
所
、
大
道

春
光
満
つ
）」
と
あ
っ
た
。

３
柳
影
縁
溝
合

４
槐
花
夾
路
飛

［
柳
影
］
ヤ
ナ
ギ
の
ゆ
ら
ゆ
ら
揺
れ
る
シ
ル
エ
ッ
ト
。
梁
簡
文
帝

蕭
綱
「
傷
離
新
体
」
詩
に
「
柳
影
長
横
路
、
槐
枝
深
隠
人
（
柳

影

長
く
し
て
路
に
横
た
は
り
、槐
枝

深
く
し
て
人
を
隠
す
）
」

と
見
え
る
が
、
六
朝
詩
の
用
例
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
。

［
溝
］
こ
こ
は
「
御
溝
」
の
意
。
宮
中
の
庭
園
を
流
れ
る
水
路
。

斉
・
謝
朓
「
鼓
吹
曲
」
（
『
文
選
』
巻
二
十
八
。
『
謝
宣
城
集
』

作
「
入
朝
曲
」
。
）
に
「
飛
甍
夾
馳
道
、
垂
楊
蔭
御
溝
（
飛
甍

馳
道
を
夾
み
、
垂
楊

御
溝
を
蔭
ふ
）」
と
。

お
ほ

［
槐
花
］
エ
ン
ジ
ュ
の
花
。
初
夏
、
黄
色
い
花
が
咲
く
。
張
正
見

に
は
「
帝
王
所
居
篇
」
に
「
柳
葉
飄
緹
騎
、
槐
花
影
属
車
（
柳

葉

緹
騎
に
飄
り
、
槐
花

属
車
に
影
る
）
」
と
の
用
例
が
あ
る
。

て
い

き

う
つ

「
柳
」
と
「
槐
」
と
の
組
み
合
わ
せ
は
「
洛
陽
道
」
で
は
梁
元

帝
蕭
繹
の
作
に
「
青
槐
随
幔
払
、
緑
柳
逐
風
低
（
青
槐

幔
に

随
ひ
て
払
ひ
、
緑
柳

風
を
逐
ひ
て
低
る
）
」
、
陳
後
主
の
五
首

其
四
に
「
柳
花
塵
裏
暗
、
槐
色
露
中
光
（
柳
花

塵
裏
に
暗
く
、

槐
色

露
中
に
光
る
）
」
と
見
え
た
が
、
い
ず
れ
も
槐
の
葉
の
色

を
取
り
上
げ
て
い
た
。

［
夾
路
］
道
の
両
側
。『
太
平
御
覧
』
巻
百
九
十
五
に
引
く
晋
・
陸

機
「
洛
陽
記
」
に
「
宮
門
及
城
中
大
道
皆
分
作
三
。
中
央
御
道
、

両
辺
築
土
牆
、
高
四
尺
余
、
外
分
之
。
唯
公
卿
尚
書
章
服
、
道

従
中
道
。
凡
人
皆
行
左
右
、
左
入
右
出
。
夾
道
種
楡
槐
樹
。
此

三
道
四
通
五
達
也
。（
宮
門
及
び
城
中
の
大
道

皆
な
分
か
ち
て

三
と
作
す
。
中
央
の
御
道
、
両
辺
に
土
牆
を
築
き
、
高
さ
四
尺

余
、
外
に
之
れ
を
分
く
。
唯
だ
公
卿
尚
書
の
み
章
服
し
、
道

中
道
に
従
ふ
。
凡
人

皆
な
左
右
を
行
き
、
左
は
入
り
右
は
出

づ
。
道
を
夾
み
て
楡
槐
の
樹
を
種
う
。
此
の
三
道

四
通
五
達

す
る
な
り
。
）
」
と
の
記
述
が
見
え
る
。
ま
た
、
三
国
魏
・
曹
操

「
苦
寒
行
」
（
『
文
選
』
巻
二
十
七
）
に
「
熊
羆
対
我
蹲
、
虎
豹

夾
路
啼
（
熊
羆

我
に
対
し
て
蹲
り
、
虎
豹

路
を
夾
み
て
啼

く
）」
と
。

５
蘇
合
弾
珠
罷

６
黄
間
負
翳
帰

［
蘇
合
］
香
の
名
。
小
ア
ジ
ア
原
産
の
喬
木
か
ら
採
れ
る
。
こ
こ

は
蘇
合
香
と
泥
と
を
混
ぜ
合
わ
せ
て
作
っ
た
弾
丸
。
漢
・
無
名

氏
「
烏
生
」
古
辞
に
「
秦
氏
家
有
遊
遨
蕩
子
、
工
用
睢
陽
彊
蘇

合
弾
（
秦
氏
の
家
に
遊
遨
の
蕩
子
有
り
、
工
み
に
睢
陽
の
彊
と

す
い
や
う

ゆ
み

蘇
合
の
弾
を
用
ふ
）
」
と
あ
り
、
梁
簡
文
帝
蕭
綱
「
艶
歌
篇
」（
『
玉

台
』
巻
七
）
に
「
左
把
蘇
合
弾
、
旁
持
大
屈
弓
（
左
に
蘇
合
の

弾
を
把
り
、
旁
ら
に
大
屈
の
弓
を
持
す
）
」
と
見
え
る
。

［
弾
珠
］

弾

で
弾
丸
を
弾
く
。
こ
こ
の
「
弾
」
は
動
詞
。
六
朝

は
じ
き
ゆ
み

詩
に
は
あ
ま
り
見
当
た
ら
な
い
が
、
張
正
見
に
は
「
白
頭
吟
」

に
「
弾
珠
金
市
側
、
抵
玉
舂
山
東
（
珠
を
弾
く

金
市
の
側
ら
、

玉
を
抵
つ

舂

山
の
東
）」
と
の
用
例
が
あ
る
。

う

し
よ
う
ざ
ん
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［
黄
間
］
弩
の
名
。
漢
・
張
衡
「
南
都
賦
」
（
『
文
選
』
巻
四
）
に

「
騄
驥
斉
鑣
、
黄
間
機
張
。
（

騄

驥

鑣

を
斉
し
く
し
、
黄
間

り
よ
く

き

く
つ
わ

機

張
る
。
）
」
と
あ
り
、
李
善
注
は
『
漢
書
』
李
広
伝
に
「
広

乃
令
持
満
毋
発
、
而
広
身
自
以
大
黄
射
其
裨
将
、
殺
数
人
、
胡

虜
益
解
。
（
広

乃
ち
満
を
持
し
て
発
す
る
毋
か
ら
し
め
て
、
広

な

身

自
ら
大
黄
を
以
て
其
の
裨
将
を
射
、
数
人
を
殺
し
、
胡

虜

益
ま
す
解
く
。
）
」
と
あ
る
の
を
引
く
。
顔
師
古
は
晋
灼
の

説
を
引
き
「
黄
肩
即
黄
間
也
。
大
黄
、
其
大
者
也
。
（
黄
肩
は
即

ち
黄
間
な
り
。
大
黄
、
其
の
大
な
る
者
な
り
。
）
」
と
い
う
。
詩

で
は
晋
・
張
華
「
遊
猟
篇
」
に
「
由
基
控
繁
弱
、
公
差
操
黄
間

（
由
基

繁
弱
を
控
き
、
公
差

黄
間
を
操
る
）」
と
見
え
る
。

ひ

と

［
負
翳
］
矢
を
入
れ
る
箱
を
背
負
う
。
六
朝
詩
に
は
他
の
用
例
は

見
当
た
ら
な
い
。
「
翳
」
は
「
医
」
の
仮
借
字
。
『
説
文
解
字
』

十
二
篇
下
・
匸
部
に
「
医
、
盛
弓
弩
矢
器
也
。
从
匸
从
矢
。
『
国

語
』
曰
『
兵
不
解
医
』
。
（
医
、
弓
弩
の
矢
を
盛
る
器
な
り
。
匸け

い

に
从
ひ
矢
に
从
ふ
。『
国
語
』
に
曰
く
『
兵

医
を
解
か
ず
』
と
。
）
」

と
あ
り
、
段
玉
裁
注
に
「
『
斉
語
』
文
。
今
『
国
語
』
作
『
翳
』
。

叚
借
字
。
（
『
斉
語
』
の
文
。
今
『
国
語
』

『
翳
』
に
作
る
。

叚
借
字
な
り
。
）」
と
あ
る
。

７
紅
塵
暮
不
息

８
相
看
連
騎
稀

［
紅
塵
］
徐
陵
「
洛
陽
道
」
二
首
其
一
「
紅
塵
百
戯
多
」【
語
釈
】

参
照
。

［
暮
不
息
］
夕
暮
れ
時
に
な
っ
て
も
収
ま
ら
な
い
。
梁
・
王
籍
「
櫂

歌
行
」
に
「
軽
橈
暮
不
息
、
復
逐
夜
潮
上
（
軽
橈

暮
れ
に
息

け
い
ぜ
う

ま
ず
、
復
た
夜
潮
を
逐
ひ
て
上
る
）」
と
。

［
連
騎
］
お
伴
の
騎
馬
。
分
を
越
え
た
贅
沢
を
す
る
成
金
た
ち
を

い
う
。
張
衡
「
西
京
賦
」
（
『
文
選
』
巻
二
）
に
「
撃
鍾
鼎
食
、

連
騎
相
過
。（
鍾
を
撃
ち
て
鼎
食
し
、
騎
を
連
ね
て
相
ひ
過
る
。
）
」

よ
ぎ

と
あ
り
、
李
善
注
は
『
漢
書
』
貨
殖
伝
に
「
故
秦
楊
以
田
農
而

甲
一
州
、
翁
伯
以
販
脂
而
傾
県
邑
、
張
氏
以
売
醬
而
隃
侈
、
質

氏
以
洒
削
而
鼎
食
、
濁
氏
以
胃
脯
而
連
騎
、
張
里
以
馬
医
而
撃

鍾
、
皆
越
法
矣
。（
故
に
秦
楊
は
田
農
を
以
て
し
て
一
州
に
甲
た

り
、
翁
伯
は
脂
を

販

ふ
を
以
て
し
て
県
邑
を
傾
け
、
張
氏
は
醬

あ
き
な

を
売
る
を
以
て
し
て
隃
侈
し
、
質
氏
は
洒
削
を
以
て
し
て
鼎
食

ゆ

し

し
、
濁
氏
は
胃
脯
を
以
て
し
て
騎
を
連
ね
、
張
里
は
馬
医
な
る

を
以
て
し
て
鍾
を
撃
つ
、
皆
な
法
を
越
え
た
り
。
）
」
と
あ
る
の

を
「
食
貨
志
」
に
誤
っ
て
引
く
。
張
正
見
に
は
「
怨
詩
」
に
「
蓋

影
分
連
騎
、
衣
香
合
並
車
（
蓋
影

連
騎
を
分
か
ち
、
衣
香

並
車
に
合
ふ
）」
と
の
用
例
が
あ
る
。

陳
・
陳

暄

「
洛
陽
道
」

く
ゑ
ん

【
本
文
及
び
書
き
下
し
】

１
洛
陽
九
逵
上

洛
陽

九
逵
の
上

き
う
く
ゐ

２
羅
綺
四
時
春

羅
綺

四
時

春
な
り

３
路
傍
避
驄
馬

路
傍
に
驄
馬
を
避
け

そ
う

ば

４
車
中
看
玉
人

車
中
に
玉
人
を
看
る

５
鎮
西
歌
艶
曲

鎮
西

艶
曲
を
歌
ひ

６
臨
淄
逢
麗
神

臨
淄

麗
神
に
逢
ふ

７
欲
知
双
璧
価

双
璧
の
価
を
知
ら
ん
と
欲
す
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８
潘
夏
正
連
茵

潘
・
夏

正
に

茵

を
連
ぬ

し
き
も
の

【
日
本
語
訳
】

１
洛
陽
の
都
大
路

２
う
す
ぎ
ぬ
や
あ
や
ぎ
ぬ
を
身
に
ま
と
っ
た
美
し
い
男
女
が
溢
れ
、

春
も
夏
も
秋
も
冬
も
春
の
よ
う

３
道
の
脇
に
侍
御
史
様
の
車
を
よ
け

４
車
の
中
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
玉
の
よ
う
に
美
し
い
人
を
見
る

５
謝
尚
は
あ
で
や
か
な
「
大
道
曲
」
を
歌
い

６
曹
植
は
洛
水
の
美
し
い
女
神
に
出
逢
っ
た

７
二
つ
の
玉
に
ど
れ
ほ
ど
の
価
値
が
あ
る
の
か
を
知
り
た
け
れ
ば

８
潘
岳
と
夏
侯
湛
が
同
じ
車
に
乗
り
合
せ
て
い
る
の
を
ご
覧
な
さ

い
【
校
勘
】

○
『
文
苑
英
華
』
巻
百
九
十
二
・
『
古
詩
紀
』
巻
百
十
六

１
「
逵
」
、
底
本
原
作
「
達
」
、
注
云
「
一
作
『
衢
』
」
。
『
英
華
』

注
同
。
底
本
注
云
「
拠
『
詩
紀
』》
巻
一
○
六
改
」
。

【
押
韻
】

「
春
」、
上
平
十
八
諄
韻
。
「
人
」「
神
」「
茵
」、
上
平
十
七
真
韻
。

真
・
諄
同
用
。

【
作
者
】

生
没
年
不
詳
。
後
主
が
東
宮
に
あ
っ
た
時
、
招
か
れ
て
学
士
と

な
り
、
即
位
す
る
と
江
総
・
孔
範
ら
と
禁
中
で
の
宴
席
に
侍
り
、

狎
客
と
呼
ば
れ
た
。
至
徳
末
（
五
八
五
頃
）
、
後
主
か
ら
ひ
ど
い
扱

い
を
受
け
悸
死
し
た
。
詩
四
首
が
現
存
し
、
い
ず
れ
も
『
楽
府
詩

集
』
に
収
め
る
。

【
語
釈
】

１
洛
陽
九
逵
上

２
羅
綺
四
時
春

［
九
逵
］
四
方
八
方
に
繋
が
る
道
。
都
大
路
。『
三
輔
黄
図
』
都
城

十
二
門
に
『
三
輔
決
録
』
を
引
き
、「
長
安
城
、
面
三
門
、
四
面

十
二
門
、
皆
通
達
九
逵
、
以
相
経
緯
。（
長
安
城
、
面

三
門
、

四
面

十
二
門
、
皆
な
九
逵
に
通
達
し
、
以
て
相
ひ
経
緯
す
。
）
」

と
あ
り
、
何
遜
「
擬
軽
薄
篇
」
に
「
長
安
九
逵
上
、
青
槐
蔭
道

植
（
長
安

九
逵
の
上
、
青
槐

道
を
蔭
ひ
て
植
は
る
」
）
」
と

あ
る
よ
う
に
元
々
は
長
安
の
大
路
を
指
し
て
い
た
が
、
後
に
広

く
都
大
路
を
い
う
よ
う
に
な
っ
た
。
陳
後
主
「
洛
陽
道
」
五
首

其
四
に
「
百
尺
瞰
金
埒
、
九
衢
通
玉
堂
（
百
尺

金
埒
を
瞰
、

み

九
衢

玉
堂
に
通
ず
）
」
と
あ
っ
た
「
九
衢
」
と
同
じ
よ
う
な
意

味
で
あ
る
。

［
羅
綺
］
う
す
ぎ
ぬ
と
あ
や
ぎ
ぬ
。
き
ら
び
や
か
な
衣
裳
を
い
い
、

更
に
着
飾
っ
た
美
し
い
女
性
を
い
う
。
張
衡
「
西
京
賦
」
に
「
始

徐
進
而
羸
形
、
似
不
任
乎
羅
綺
。
（
始
め
徐
ろ
に
進
み
て
羸
形
、

羅
綺
に
任
へ
ざ
る
に
似
る
。
）
」
と
見
え
、
詩
で
は
梁
・
費
昶
「
華

た

光
省
中
夜
聞
城
外
擣
衣
」
詩
（
『
玉
台
』
巻
六
）
に
「
昨
暮
庭
槐

落
、
今
朝
羅
綺
薄
（
昨
暮

庭
槐

落
ち
、
今
朝

羅
綺

薄

し
）」
と
あ
る
。
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［
四
時
］
春
夏
秋
冬
の
四
季
。
「
古
詩
十
九
首
」
其
十
二
「
四
時
更

変
化
、
歳
暮
一
何
速
（
四
時

更
ご
も
変
化
し
、
歳
暮

一
に

何
ぞ
速
や
か
な
る
）」
と
あ
り
、
李
善
注
は
『
周
易
』
恒
卦
彖
伝

に
「
四
時
変
化
而
能
久
成
。
（
四
時

変
化
し
て
能
く
久
し
く
成

る
。
）」
と
あ
る
の
を
引
く
。

３
路
傍
避
驄
馬

４
車
中
看
玉
人

［
路
傍
］
岑
之
敬
「
洛
陽
道
」
に
も
「
路
傍
桃
李
節
、
陌
上
採
桑

春
（
路
傍

桃
李
の
節
、
陌
上

桑
を
採
る
の
春
）
」
と
あ
っ
た
。

［
避
驄
馬
］
侍
御
史
（
監
察
官
）
を
避
け
る
。『
後
漢
書
』
桓
典
伝

に
「
辟
司
徒
袁
隗
府
、
挙
高
第
、
拝
侍
禦
史
。
是
時
宦
官
秉
権
、

典
執
政
無
所
回
避
。
常
乗
驄
馬
、
京
師
畏
憚
、
為
之
語
曰
、
『
行

行
且
止
、
避
驄
馬
禦
史
』
。
（
司
徒
袁
隗
の
府
に
辟
さ
れ
、
高
第

め

に
挙
げ
ら
れ
、
侍
禦
史
に
拝
せ
ら
る
。
是
の
時

宦
官

権
を
秉と

る
も
、
典

政
を
執
り
て
回
避
す
る
所
無
し
。
常
に
驄
馬
に
乗

り
、
京
師

畏
れ
憚
り
、
之
れ
が
語
を
為
し
て
曰
く
、『
行
き
行

き
て
且
く
止
ま
り
、
驄
馬
の
禦
史
を
避
く
』
と
。
）
」
と
見
え
る

故
事
に
よ
る
。「
驄
馬
」
は
白
い
毛
と
黒
い
毛
の
混
じ
っ
た
馬
。

葦
毛
。
鮑
照
「
結
客
少
年
場
行
」（
『
文
選
』
巻
二
十
八
）
に
「
驄

馬
金
絡
頭
、
錦
帯
佩
呉
鉤
（
驄
馬

金
絡
頭
、
錦
帯

呉
鉤
を

佩
ぶ
）」
と
あ
る
。
ま
た
、
呉
均
「
入
蘭
台
贈
王
治
書
僧
孺
」
詩

に
「
相
思
非
不
深
、
行
行
避
驄
馬
（
相
ひ
思
ひ
て
深
か
ら
ざ
る

に
非
ず
、
行
き
行
き
て
驄
馬
を
避
く
）」
と
見
え
る
。

［
玉
人
」
美
貌
の
人
。
こ
こ
は
岑
之
敬
「
洛
陽
道
」
の
第
５
句
「
聚

車
看
衛
玠
」
の
【
語
釈
】
で
引
い
た
『
晋
書
』
衛
玠
伝
に
見
え

た
故
事
に
基
づ
く
。

５
鎮
西
歌
艶
曲

６
臨
淄
逢
麗
神

［
鎮
西
］
東
晋
の
謝
尚
（
三
〇
八
～
三
五
七
）
を
い
う
。
謝
鯤
の

子
、
東
晋
初
期
の
功
臣
謝
安
の
従
兄
。
音
律
に
精
通
し
、
舞
踏

を
善
く
し
た
。
鎮
西
将
軍
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
謝
鎮
西
と
称
さ

れ
た
。

［
歌
艶
曲
］
楽
府
「
大
道
曲
」
を
作
っ
た
。
「
艶
曲
」
は
艶
歌
と
同

じ
く
男
女
の
情
愛
を
描
く
楽
曲
。
六
朝
詩
に
は
他
の
用
例
は
見

当
た
ら
な
い
。『
楽
府
詩
集
』
巻
七
十
五
に
謝
尚
の
「
大
道
曲
」

を
載
せ
、
そ
の
解
題
が
引
く
『
楽
府
広
題
』
に
「
謝
尚
為
鎮
西

将
軍
、
嘗
著
紫
羅
襦
、
拠
胡
牀
。
在
市
中
仏
国
門
楼
上
弾
琵
琶
、

作
『
大
道
曲
』
。
市
人
不
知
是
三
公
也
。
（
謝
尚

鎮
西
将
軍
と

為
り
、
嘗
に
紫
羅
襦
を
著
け
、
胡
牀
に
拠
る
。
市
中
の
仏
国
門

つ
ね

の
楼
上
に
在
り
て
琵
琶
を
弾
き
、
『
大
道
曲
』
を
作
る
。
市
人

是
れ
三
公
な
る
を
知
ら
ざ
る
な
り
。
）
」
と
あ
る
。
「
大
道
曲
」

は
「
青
陽
二
三
月
、
柳
青
桃
復
紅
。
車
馬
不
相
識
、
音
落
黄
埃

中
（
青
陽

二
三
月
、
柳

青
く

桃

復
た
紅
な
り
。
車
馬

相
ひ
識
ら
ず
、
音

黄
埃
の
中
に
落
つ
）」
と
い
う
短
い
詩
だ

が
、「
艶
曲
」
と
呼
べ
る
か
ど
う
か
。「
大
道
」
と
い
う
題
と
「
音

落
黄
埃
中
」
の
句
か
ら
「
洛
陽
道
」
と
結
び
付
け
ら
れ
た
の
だ

ろ
う
。

［
臨
淄
］
山
東
省
淄
博
市
。
春
秋
戦
国
斉
の
都
。
こ
こ
は
建
安
十

九
（
二
一
四
）
年
に
臨
淄
侯
に
封
じ
ら
れ
た
曹
植
を
い
う
。

［
逢
麗
神
］
「
洛
神
賦
」
を
作
っ
た
。
「
麗
神
」
は
美
し
い
女
神
。
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六
朝
詩
に
は
他
の
用
例
は
見
当
た
ら
な
い
。「
洛
神
賦
」
序
（
『
文

選
』
巻
十
九
）
に
「
黄
初
三
年
、
余
朝
京
師
、
還
済
洛
川
。
古

人
有
言
、
斯
水
之
神
、
名
曰
宓
妃
。
感
宋
玉
対
楚
王
神
女
之
事
、

遂
作
斯
賦
。（
黄
初
三
年
、
余

京
師
に
朝
し
、
還
り
て
洛
川
を

済
る
。
古
人

言
へ
る
有
り
、
斯
の
水
の
神
、
名
づ
け
て
宓
妃

と
曰
ふ
。
宋
玉
の
楚
王
に
神
女
の
事
を
対
ふ
る
に
感
じ
、
遂
に

斯
の
賦
を
作
る
。
）
」
（
六
臣
本
、
「
王
」
字
下
有
「
説
」
。
）
と
。

７
欲
知
双
璧
価

８
潘
夏
正
連
茵

［
双
璧
］
ふ
た
つ
の
美
し
い
玉
。
こ
こ
は
二
人
の
美
男
の
比
喩
。

六
朝
詩
に
は
他
の
用
例
は
見
当
た
ら
な
い
。「
連
璧
」
に
同
じ
。

『
世
説
新
語
』
容
止
に
「
潘
安
仁
・
夏
侯
湛
並
有
美
容
、
喜
同

行
、
時
人
謂
之
『
連
璧
』
。
（
潘
安
仁
・
夏
侯
湛

並
び
に
美
容

有
り
、
喜
び
て
同
に
行
く
に
、
時
人

之
れ
を
『
連
璧
』
と
謂

ふ
。
）
」
と
見
え
る
故
事
に
拠
る
。
夏
侯
湛
（
二
四
三
～
二
九
一
）

は
西
晋
の
政
治
家
、
文
人
。
字
は
孝
若
。

［
連
茵
］
車
の
敷
物
を
共
に
す
る
。
こ
れ
も
六
朝
詩
に
は
他
の
用

例
は
見
当
た
ら
な
い
。

陳
・
王
瑳
「
洛
陽
道
」

【
本
文
及
び
書
き
下
し
】

１
洛
陽
夜
漏
尽

洛
陽

夜
漏

尽
き

２
九
重
平
旦
開

九
重

平
旦
に
開
く

３
日
照
蒼
龍
闕

日
は
照
ら
す

蒼
龍
の
闕

４
煙
遶
鳳
凰
台

煙
は
遶
る

鳳
凰
の
台

５
浮
雲
翻
似
蓋

浮
雲

翻
り
て
蓋
に
似
て

６
流
水
到
成
雷

流
水

到
り
て
雷
を
成
す

７
曹
王
闘
鶏
返

曹
王

鶏
を
闘
は
せ
て
返
り

８
潘
仁
載
果
来

潘
仁

果
を
載
せ
て
来
た
る

【
日
本
語
訳
】

１
洛
陽
城
で
は
夜
用
の
水
時
計
で
計
る
時
間
が
終
わ
り

２
明
け
方
、
九
重
の
門
が
開
か
れ
る

３
朝
日
が
蒼
龍
で
飾
ら
れ
た
宮
門
を
明
る
く
輝
か
せ

４
朝
靄
が
鳳
凰
の
飾
り
の
あ
る
楼
台
の
辺
り
に
漂
う

５
浮
雲
は
ひ
ら
ひ
ら
と
行
き
交
う
馬
車
の
傘
に
似
て

６
流
れ
る
水
の
よ
う
に
見
え
る
馬
車
の
流
れ
は
雷
ほ
ど
の
大
き
な

音
を
鳴
り
響
か
せ
る

７
曹
植
が
闘
鶏
の
遊
び
か
ら
帰
っ
て
来
る
し

８
潘
岳
が
車
に
果
物
を
い
っ
ぱ
い
載
せ
て
や
っ
て
来
る

【
校
勘
】

○
『
文
苑
英
華
』
巻
百
九
十
二
・
『
古
詩
紀
』
巻
百
十
六

６
「
到
」
、『
英
華
』
作
「
倒
」
。

【
押
韻
】

「
開
」「
台
」「
来
」、
上
平
十
六
咍
韻
。
「
雷
」、
上
平
十
五
灰
韻
。

灰
・
咍
同
用
。

【
作
者
】
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生
没
年
未
詳
。
陳
の
文
人
。
陳
の
後
主
の
時
、
官
は
散
騎
常
侍

に
至
る
。
江
総
、
孔
範
等
と
と
も
に
狎
客
の
一
人
に
数
え
ら
れ
、

『
南
史
』
恩
倖
列
伝
に
は
「
刻
薄
貪
鄙
、
忌
害
才
能
」
と
評
さ
れ

る
。
陳
が
滅
び
る
と
隋
の
文
帝
よ
っ
て
僻
遠
の
地
に
追
放
さ
れ
た
。

現
存
す
る
詩
は
三
首
。
い
ず
れ
も
『
楽
府
詩
集
』
に
収
め
る
。

【
語
釈
】

１
洛
陽
夜
漏
尽

２
九
重
平
旦
開

［
夜
漏
］
夜
の
時
間
を
は
か
る
水
時
計
。
転
じ
て
夜
の
時
間
。「
漏
」

は
「
漏
壺
」
「
漏
刻
」
、
水
時
計
の
こ
と
。
『
説
文
解
字
』
十
一

篇
上
二
・
水
部
に
「
漏
、
以
銅
受
水
、
刻
節
、
昼
夜
百
刻
。
从

水
屚
声
。
（
漏
、
銅
を
以
て
水
を
受
け
、
節
を
刻
み
、
昼
夜

百

刻
。
）
」
と
あ
る
。
ま
た
、『
周
礼
』
春
官
・
鶏
人
に
「
大
祭
祀
、

夜
呼
旦
以
嘂
百
官
。（
大
祭
祀
に
、
夜

旦
を
呼
び
て
以
て
百
官

を
嘂
す
。
）
」
と
あ
り
、
鄭
玄
注
に
「
夜
夜
漏
未
尽
、
鶏
鳴
時
也
。

け
う

（
夜
と
は
夜
漏

未
だ
尽
き
ず
し
て
、
鶏
の
鳴
く
時
な
り
。
）
」

と
い
う
。
ま
た
、
梁
・
陸
倕
「
新
刻
漏
銘
」
序
（
『
文
選
』
巻
五

十
六
）
に
「
揆
景
測
辰
、
徼
宮
戒
井
、
守
以
水
火
、
分
茲
日
夜
。

（
景
を
揆
り
辰
を
測
り
、
宮
を
徼
り
井
を
戒
め
、
守
る
に
水
火

か
げ

は
か

と
き

め
ぐ

を
以
て
し
、
茲
の
日
夜
を
分
か
つ
。
）
」
と
あ
り
、
李
善
注
は
衛

宏
『
漢
書
儀
』
を
引
い
て
「
昼
漏
尽
、
夜
漏
起
、
宮
中
衛
宮
城

門
撃
刁
斗
、
周
廬
撃
木
柝
。
（
昼
漏

尽
き
て
、
夜
漏

起
こ
れ

ば
、
宮
中
に
宮
を
衛
り
城
門
に
刁
斗
を
撃
ち
、
周
廬
は
木
柝
を

て
う

と

ぼ
く
た
く

撃
つ
。
）
」
と
い
う
。
詩
で
は
庾
肩
吾
「
奉
和
春
夜
応
令
」
詩
に

「
焼
香
知
夜
漏
、
刻
燭
験
更
籌
（
香
を
焼
き
て
夜
漏
を
知
り
、

燭
を
刻
み
て
更
籌
を
験
す
）
」
と
見
え
る
。

た
め

［
九
重
］
九
重
の
門
。
転
じ
て
宮
中
を
い
う
。
天
子
の
居
処
に
は

九
重
の
門
が
あ
る
と
さ
れ
た
こ
と
か
ら
。
『
楚
辞
』
九
弁
に
「
豈

不
鬱
陶
而
思
君
兮
、
君
之
門
以
九
重
（
豈
に
鬱
陶
と
し
て
君
を

思
は
ざ
ら
ん
や
、
君
の
門
は
以
て
九
重
な
り
）
」
と
。
車
壇
「
洛

し
や
さ
う

陽
道
」
に
も
「
洛
陽
道
八
達
、
洛
陽
城
九
重
（
洛
陽

道
は
八

達
、
洛
陽

城
は
九
重
）」
と
見
え
た
。

［
平
旦
］
早
朝
、
明
け
方
。『
孟
子
』
告
子
上
に
「
其
日
夜
之
所
息
、

平
旦
之
気
、
其
好
悪
与
人
相
近
也
者
幾
希
。
（
其
の
日
夜
の

息
や
し
な

ふ
所
、
平
旦
の
気
あ
る
も
、
其
の
好
悪

人
と
相
ひ
近
き
者

幾
ど
希
な
り
。
）
」
と
見
え
る
。
こ
こ
は
鮑
照
「
放
歌
行
」
（
『
文

選
』
巻
二
十
八
。
本
集
作
「
代
放
歌
行
」
。
）
に
「
鶏
鳴
洛
城
裏
、

禁
門
平
旦
開
（
鶏

洛
城
の
裏
に
鳴
き
、
禁
門

平
旦
に
開
く
）
」

と
あ
る
の
を
意
識
す
る
と
思
わ
れ
る
。

３
日
照
蒼
龍
闕

４
煙
遶
鳳
凰
台

［
日
照
］
太
陽
が
～
を
輝
か
せ
る
。
曹
植
「
雑
詩
」
七
首
其
一
（
『
文

選
』
巻
二
十
九
）
に
「
高
台
多
悲
風
、
朝
日
照
北
林
（
高
台

悲
風
多
く
、
朝
日

北
林
を
照
ら
す
）」
と
。

［
蒼
龍
闕
］
都
城
の
美
し
い
宮
殿
。
「
闕
」
は
王
宮
の
門
前
の
左
右

に
あ
る
高
殿
。
陸
倕
「
石
闕
銘
」（
『
文
選
』
巻
五
十
六
）
に
「
蒼

龍
玄
武
之
製
、
銅
雀
鉄
鳳
之
工
。
（
蒼
龍
・
玄
武
の
製
、
銅
雀
・

鉄
鳳
の
工
。
）
」
と
あ
り
、
李
善
注
は
『
三
輔
旧
事
』
を
引
い
て

「
未
央
宮
東
有
蒼
龍
闕
、
北
有
玄
武
闕
。
（
未
央
宮
の
東
に
蒼
龍

闕
有
り
、
北
に
玄
武
闕
有
り
。
）
」
と
あ
っ
て
、
元
々
は
長
安
に
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あ
っ
た
も
の
だ
が
、
こ
こ
は
都
城
の
宮
殿
の
意
で
用
い
る
の
だ

ろ
う
。
詩
で
は
呉
均
「
「
贈
柳
秘
書
」
詩
に
「
已
蔽
蒼
龍
門
、
又

影
鳳
皇
闕
（
已
に
蒼
龍
門
を
蔽
ひ
、
又
た
鳳
皇
闕
に
影
す
）
」

お
ほ

か
く

と
。

［
煙
遶
］
靄
が
掛
か
る
。
梁
元
帝
蕭
繹
「
和
劉
尚
書
兼
明
堂
斎
宮
」

詩
に
「
香
浮
鬱
金
酒
、
煙
繞
鳳
凰
樽
（
香
は
浮
か
ぶ

鬱
金
の

酒
、
煙
は
繞
る

鳳
凰
の
樽
）」
と
見
え
る
。

［
鳳
凰
台
］
都
城
の
美
し
い
楼
台
。
多
く
の
書
物
に
多
く
の
「
鳳

凰
台
」
の
名
が
見
ら
れ
る
。
「
鳳
台
」
と
も
。
『
列
仙
伝
』
蕭
史

に
「
蕭
史
者
、
秦
穆
公
時
人
也
。
善
吹
簫
、
能
致
孔
雀
白
鶴
於

庭
。
穆
公
有
女
、
字
弄
玉
、
好
之
。
公
遂
以
女
妻
焉
。
日
教
弄

玉
作
鳳
鳴
、
居
数
年
、
吹
似
鳯
声
。
鳯
凰
来
止
其
屋
。
公
為
作

鳯
台
、
夫
婦
止
其
上
、
不
下
数
年
、
一
旦
皆
随
鳯
凰
飛
去
。
（
蕭

史
は
、
秦
の
穆
公
の
時
の
人
な
り
。
善
く
簫
を
吹
き
、
能
く
孔

雀
・
白
鶴
を
庭
に
致
す
。
穆
公
に

女

有
り
、
字
は
弄
玉
、
之
れ

む
す
め

を
好
む
。
公

遂
に
女
を
以
て

妻

す
。
日
び
弄
玉
に
鳳
鳴
を
作

め
あ
は

す
を
教
へ
、
居
る
こ
と
数
年
、
吹
く
こ
と
鳯
声
に
似
た
り
。
鳯

凰

来
た
り
て
其
の
屋
に
止
ま
る
。
公

為
に
鳯
台
を
作
る
に
、

夫
婦

其
の
上
に
止
ま
り
、
下
ら
ざ
る
こ
と
数
年
、
一
旦

皆

な
鳯
凰
に
随
ひ
て
飛
び
去
る
。
）
」
と
あ
る
。
詩
で
は
、
張
正
見

「
門
有
車
馬
客
行
」
に
「
舞
袖
飄
金
谷
、
歌
声
遶
鳳
台
（
舞
袖

金
谷
に

飄

り
、
歌
声

鳳
台
を
遶
る
）
」
と
見
え
る
。
「
蒼

ひ
る
が
へ

龍
闕
」
も
「
鳳
凰
台
」
も
洛
陽
と
直
接
関
わ
る
わ
け
で
は
な
い

が
、「
蒼
龍
」
は
『
楚
辞
』
九
弁
に
「
左
朱
雀
之
茇
茇
兮
、
右
蒼

龍
之
躣
躣
（
朱
雀
の
茇
茇
た
る
を
左
に
し
、
蒼
龍
の
躣
躣
た
る

は
つ
は
つ

を
右
に
す
）
」
と
あ
る
よ
う
に
、
「
鳳
凰
」
と
同
様
に
瑞
祥
と
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
都
城
の
宮
殿
の
名
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た

の
だ
ろ
う
。

５
浮
雲
翻
似
蓋

６
流
水
到
成
雷

［
浮
雲
翻
似
蓋
］
浮
雲
が
風
に
翻
っ
て
車
の
傘
に
似
る
。
魏
文
帝

曹
丕
「
雑
詩
」
二
首
（
『
文
選
』
巻
二
十
九
）
に
「
西
北
有
浮
雲
、

亭
亭
如
車
蓋
（
西
北
に
浮
雲
有
り
、
亭
亭
と
し
て
車
蓋
の
如
し
）
」

と
あ
る
の
に
拠
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
こ
の
発
想
は
逆
で
、

洛
陽
道
を
往
来
す
る
車
の
傘
が
浮
雲
の
よ
う
だ
と
い
う
の
だ
ろ

う
。

［
流
水
］
流
れ
る
水
。
こ
こ
は
道
を
往
来
す
る
馬
車
。
『
後
漢
書
』

明
徳
馬
皇
后
紀
に
「
前
過
濯
龍
門
上
、
見
外
家
問
起
居
者
、
車

如
流
水
、
馬
如
游
龍
、
倉
頭
衣
緑
褠
、
領
袖
正
白
、
顧
視
御
者
、

不
及
遠
矣
。
（
前
に
濯
龍
門
の

上

を
過
ぎ
、
外
家
の
起
居
を
問

さ
き

ほ
と
り

ふ
者
を
見
る
に
、
車
は
流
水
の
如
く
、
馬
は
游
龍
の
如
く
、
倉

頭
は

緑

褠
を
衣
て
、
領
袖
は
正
に
白
く
、
顧
み
て
御
者
を
視
る

り
よ
く
こ
う

き

に
、
及
ば
ざ
る
こ
と
遠
し
。
）」
と
見
え
る
故
事
に
拠
る
。

［
成
雷
］
雷
の
よ
う
な
大
き
な
音
を
た
て
る
。
木
華
「
海
賦
」（
『
文

選
』
巻
十
二
）
に
「
翻
動
成
雷
、
擾
翰
為
林
。
（
翻
動
し
て
雷
を

成
し
、
擾
翰
し
て
林
を
為
す
。
）
」
と
あ
り
、
李
善
注
は
『
漢
書
』

中
山
靖
王
劉
勝
伝
に
「
夫
衆
喣
漂
山
、
聚
蚊
成
雷
、
朋
党
執
虎
、

十
夫
橈
椎
。
是
以
文
王
拘
於
牖
里
、
孔
子
阨
於
陳
・
蔡
。
此
乃

烝
庶
之
成
風
、
増
積
之
生
害
也
。
（
夫
れ
衆
喣
も
山
を
漂
は
せ
、

し
う

く

聚
蚊
も
雷
を
成
し
、
朋
党

虎
を
執
り
、
十
夫

椎
を
橈
む
。

と

つ
ち

た
わ
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是
を
以
て
文
王

牖
里
に
拘
ら
は
れ
、
孔
子

陳
・
蔡
に
阨
し

と

く
る

め
り
。
此
れ
乃
ち
烝
庶
の
風
を
成
し
、
之
れ
を
増
積
し
て
害
を

生
ず
る
な
り
。
）
」
と
あ
る
の
を
引
く
。
そ
の
顔
師
古
注
に
「
言

衆
蚊
飛
声
有
若
雷
也
。
（
衆
蚊
の
飛
声

雷
の
若
き
有
る
を
言
ふ

な
り
。
）
」
と
い
う
。
六
朝
詩
に
は
他
の
用
例
は
見
当
た
ら
な
い
。

７
曹
王
闘
鶏
返

８
潘
仁
載
果
来

［
曹
王
］
曹
植
を
い
う
。
見
慣
れ
な
い
表
現
だ
が
、
梁
・
戴
暠
「
月

重
輪
行
」
に
「
婕
妤
比
団
扇
、
曹
王
譬
洛
神
（
婕
妤
は
団
扇
に

比
し
、
曹
王
は
洛
神
に
譬
ふ
）」
と
の
用
例
が
あ
る
。

［
闘
鶏
返
］
闘
鶏
の
遊
び
か
ら
帰
る
。「
闘
鶏
」
は
鶏
を
闘
わ
せ
る

賭
博
。
曹
植
「
名
都
篇
」
（
『
文
選
』
巻
二
十
七
）
に
「
闘
鶏
東

郊
道
、
走
馬
長
楸
間
（
鶏
を
闘
は
す

東
郊
の
道
、
馬
を
走
ら

す

長

楸
の
間
）
」
と
あ
る
の
に
基
づ
く
。
李
善
注
は
『
漢
書
』

ち
や
う
し
う

眭
弘
伝
に
「
眭
弘
字
孟
、
魯
国
蕃
人
也
。
少
時
好
侠
、
闘
鶏
走

馬
。（
眭
弘

字
は
孟
、
魯
国
の
蕃
人
な
り
。
少
き
時
侠
を
好
み
、

す
い
こ
う

鶏
を
闘
は
せ
馬
を
走
ら
す
。
）」
と
あ
る
の
を
引
く
。

［
潘
仁
］
潘
岳
。
字
が
安
仁
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
の
だ
ろ
う
が
、

六
朝
詩
で
は
他
の
用
例
は
見
当
た
ら
な
い
。
曹
植
と
潘
岳
を
対

に
し
た
例
は
沈
約
「
宿
東
園
」
詩
（
『
文
選
』
巻
二
十
二
）
に
「
陳

王
闘
鶏
道
、
安
仁
采
樵
路
（
陳
王

闘
鶏
の
道
、
安
仁

采
樵

の
路
）」
と
見
え
る
が
、
こ
ち
ら
の
潘
岳
は
隠
者
の
イ
メ
ー
ジ
で

描
か
れ
る
。

［
載
果
来
］
「
載
果
」
の
語
、
六
朝
詩
で
は
他
の
用
例
は
見
当
た
ら

な
い
が
、
や
は
り
徐
陵
「
洛
陽
道
」
二
首
其
一
に
「
潘
郎
車
欲

満
、
無
奈
擲
花
何
（
潘
郎

車

満
ち
ん
と
欲
し
、
花
を

擲

つ

な
げ
う

を
奈
何
と
も
す
る
無
し
）」
な
ど
と
見
え
た
故
事
に
拠
る
。

い
か
ん陳

・
江
総
「
洛
陽
道
」
二
首
其
一

【
本
文
及
び
書
き
下
し
】

１
徳
陽
穿
洛
水

徳
陽

洛
水
に
穿
た
れ

２
伊
闕
邇
河
橋

伊
闕

河
橋
に
邇
し

ち
か

３
仙
舟
李
膺
櫂

仙
舟

李
膺
の
櫂か

い

４
小
馬
王
戎
鑣

小
馬

王
戎
の

鑣
く
つ
わ

５
杏
堂
歌
吹
合

杏
堂
に
歌
吹

合
ひ

６
槐
路
風
塵
饒

槐
路
に
風
塵

饒
か
な
り

ゆ
た

７
緑
珠
含
涙
舞

緑
珠

涙
を
含
み
て
舞
ひ

８
孫
秀
強
相
邀

孫
秀

強
ひ
て
相
ひ
邀
ふ

む
か

【
日
本
語
訳
】

１
徳
陽
殿
の
下
に
は
洛
水
が
流
れ

２
伊
闕
は
河
橋
か
ら
ほ
ど
近
い

３
河
に
は
李
膺
が
櫂
を
操
る
仙
人
の
舟

４
洛
陽
の
城
内
に
は
王
戎
の
乗
っ
た
小
さ
な
馬

５
宮
中
の
杏
間
堂
皇
で
は
歌
声
と
楽
器
の
音
と
が
調
和
し

６
エ
ン
ジ
ュ
の
植
え
ら
れ
た
道
に
は
風
が
巻
き
上
げ
る
土
埃
が
立

ち
籠
め
る

７
緑
珠
が
頬
に
涙
を
こ
ぼ
し
な
が
ら
舞
っ
て
い
る
の
は

８
孫
秀
が
無
理
矢
理
に
呼
び
寄
せ
よ
う
と
し
た
か
ら
だ
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【
校
勘
】

○
『
文
苑
英
華
』
巻
百
九
十
二
・
『
古
詩
紀
』
巻
百
十
四

７
「
含
」
、『
英
華
』
作
「
銜
」
。

８
「
強
」
、『
英
華
』『
詩
紀
』
并
作
「
彊
」。

【
押
韻
】

「
橋
」「
鑣
」「
饒
」、
下
平
四
宵
韻
。「
邀
」
、
下
平
三
蕭
韻
。
蕭
・

宵
同
用
。

【
作
者
】

五
一
九
～
五
九
四
。
六
朝
後
期
の
文
人
。
梁
、
陳
、
隋
に
仕
え

た
。
字
は
総
持
。
済
陽
郡
考
城
（
河
南
省
蘭
考
県
）
の
人
。
名
門

に
生
ま
れ
、
十
八
歳
で
武
陵
王
蕭
紀
の
法
曹
参
軍
と
し
て
初
め
て

出
仕
し
た
。
後
、
梁
の
武
帝
に
そ
の
詩
才
を
高
く
評
価
さ
れ
た
。

太
清
二
（
五
四
八
）
年
、
徐
陵
と
と
も
に
東
魏
へ
の
使
者
に
択
ば

れ
た
が
、
病
気
を
理
由
に
辞
退
し
た
。
間
も
な
く
侯
景
の
乱
が
起

こ
り
都
建
康
が
陥
落
す
る
と
、
江
総
は
会
稽
へ
、
さ
ら
に
嶺
南
へ

と
難
を
避
け
、
以
後
十
数
年
を
広
州
で
過
ご
し
た
。
陳
の
天
嘉
四

（
五
六
三
）
年
、
文
帝
に
よ
り
中
書
侍
郎
と
し
て
召
還
さ
れ
、
文

帝
、
宣
帝
に
仕
え
た
。
五
八
三
年
、
後
主
が
即
位
す
る
と
江
総
は

そ
の
信
任
を
得
て
高
官
を
歴
任
し
、
至
徳
四
（
五
八
六
）
年
に
は

尚
書
令
（
宰
相
）
と
な
っ
た
。
江
総
は
宰
相
の
位
に
あ
っ
て
も
政

治
に
関
与
せ
ず
、
後
主
と
日
夜
酒
宴
を
張
り
詩
文
を
作
っ
て
楽
し

む
ば
か
り
で
、
陳
後
主
の
「
狎
客
」
と
さ
れ
、
亡
国
の
一
因
と
な

っ
た
こ
と
を
批
判
さ
れ
る
。
禎
明
三
（
五
八
九
）
年
、
隋
が
陳
を

滅
ぼ
す
と
、
隋
に
仕
え
上
開
府
と
な
り
、
開
皇
十
四
（
五
九
一
）

年
に
卒
し
た
。

江
総
は
亡
国
の
臣
と
し
て
そ
の
政
治
姿
勢
を
非
難
さ
れ
る
こ
と

が
多
い
が
、
宮
廷
詩
人
と
し
て
活
躍
し
、
艶
麗
な
作
風
が
大
い
に

も
て
は
や
さ
れ
た
。
一
方
、
熱
心
な
仏
教
信
者
で
あ
っ
た
た
め
、

山
中
の
仏
寺
を
訪
れ
た
際
の
作
品
を
い
く
つ
か
残
し
て
お
り
、
そ

こ
に
は
優
れ
た
山
水
描
写
が
見
ら
れ
る
。
今
、
百
首
あ
ま
り
が
伝

わ
る
。

【
語
釈
】

１
徳
陽
穿
洛
水

２
伊
闕
邇
河
橋

［
徳
陽
］
後
漢
の
宮
殿
の
名
。
張
衡
「
東
京
賦
」（
『
文
選
』
巻
三
）

に
「
乃
新
崇
徳
、
遂
作
徳
陽
。（
乃
ち
崇
徳
を
新
た
に
し
、
遂
に

徳
陽
を
作
る
。
）
」
と
あ
り
、
薛
綜
注
に
「
崇
徳
・
徳
陽
、
皆
殿

名
也
。
崇
徳
在
東
、
徳
陽
在
西
、
相
去
五
十
步
。（
崇
徳
・
徳
陽
、

皆
な
殿
の
名
な
り
。
崇
徳

東
に
在
り
、
徳
陽

西
に
在
り
、

相
ひ
去
る
こ
と
五
十
歩
。
）
」
と
い
う
。
崇
徳
殿
と
徳
陽
殿
と
が

五
十
歩
を
隔
て
て
並
び
立
っ
て
い
た
こ
と
と
、
「
伊
闕
」
が
二
つ

の
山
が
向
か
い
合
っ
た
形
で
あ
る
こ
と
と
を
対
に
し
た
。

［
穿
洛
水
］
洛
水
を
跨
ぐ
。『
後
漢
書
』
礼
儀
志
中
に
「
挙
觴
御
坐

前
。
司
空
奉
羮
、
大
司
農
奉
飯
、
奏
食
挙
之
楽
。
百
官
受
賜
宴

饗
、
大
作
楽
。（
觴
を
御
坐
の
前
に
挙
ぐ
。
司
空

羮
を
奉
じ
、

大
司
農

飯
を
奉
じ
、
食
挙
の
楽
を
奏
す
。
百
官

賜
を
受
け

宴
饗
し
て
、
大
い
に
楽
し
み
を
作
す
。
）
」
と
あ
り
、
劉
昭
注
が

蔡
質
『
漢
儀
』
を
引
い
て
「
徳
陽
殿
周
旋
容
万
人
。
陛
髙
二
丈
、
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皆
文
石
作
壇
。
激
沼
水
於
殿
下
。（
徳
陽
殿
は
周
旋

万
人
を
容

る
。
陛

髙
さ
二
丈
、
皆
な
文
石
も
て
壇
を
作
る
。
沼
水
を
殿

下
に
激
す
。
）
」
と
い
う
。
徳
陽
殿
が
建
物
の
下
に
水
が
引
い
て

あ
る
構
造
だ
っ
た
こ
と
を
い
う
の
だ
ろ
う
。

［
伊
闕
］
洛
陽
の
南
に
あ
る
岩
山
の
名
。
晋
の
頃
、
洛
陽
四
関
の

一
つ
と
さ
れ
た
。
植
木
久
行
編
『
中
国
詩
跡
事
典
』
（
二
〇
一
五

研
文
出
版
）
に
「
【
龍
門
（
伊
闕
）
】
洛
陽
市
の
南
郊
約
一
三

㌖
の
地
に
あ
る
、
黒
ず
ん
だ
石
灰
岩
か
ら
な
る
岩
山
の
名
。
…
。

龍
門
は
、
北
流
す
る
伊
水
の
両
岸
に
そ
そ
り
た
つ
西
山
（
龍
門

山
、
海
抜
二
六
三
㍍
と
東
山
（
香
山
、
海
抜
三
〇
三
㍍
）
か
ら

な
る
（
両
山
を
総
称
し
て
『
龍
門
山
』『
伊
闕
山
』
な
ど
と
も
い

う
）。
古
代
の
聖
天
子
・
禹
が
開
鑿
し
た
場
所
の
一
つ
と
伝
え
、

そ
の
形
が
闕
（
宮
門
の
一
種
）
と
似
て
い
る
た
め
、『
伊
闕
』（
伊

水
の
宮
闕
の
意
）
と
も
い
う
。」
と
の
解
説
が
あ
る
。
鮑
照
「
結

客
少
年
場
行
」
（
『
文
選
』
巻
二
十
八
）
に
「
升
高
臨
四
関
、
表

裏
望
皇
州
（
高
き
に
升
り
て
四
関
に
臨
み
、
表
裏
に
皇
州
を
望

の
ぼ

む
）」
と
あ
り
、
李
善
注
は
陸
機
『
洛
陽
記
』
を
引
い
て
「
洛
陽

有
四
関
。
東
成
皋
、
南
伊
闕
、
北
孟
津
、
西
函
谷
。
（
洛
陽
に
四

関
有
り
。
東
は
成
皋
、
南
は
伊
闕
、
北
は
孟
津
、
西
は
函
谷
な

り
。
）」
と
い
う
。

［
河
橋
］
徐
陵
「
洛
陽
道
」
二
首
其
二
に
「
濯
龍
望
如
霧
、
河
橋

度
似
雷
（
濯
龍

望
め
ば
霧
の
如
く
、
河
橋

度
れ
ば
雷
に
似

わ
た

る
）」
と
あ
っ
た
。
そ
の
【
語
釈
】
参
照
。
陳
後
主
「
洛
陽
道
」

五
首
其
三
に
「
忘
情
伊
水
側
、
税
駕
河
橋
傍
（
情
を
忘
る

伊

水
の
側
、
駕
を
税
く

河
橋
の
傍
）
」
、
洛
陽
の
東
北
に
位
置
し

と

て
い
た
の
で
、「
伊
闕
」
か
ら
「
邇
」
い
と
は
言
え
な
い
か
も
し

ち
か

れ
な
い
。

３
仙
舟
李
膺
櫂

４
小
馬
王
戎
鑣

［
仙
舟
李
膺
］
李
膺
と
郭
泰
の
二
人
だ
け
が
乗
り
河
に
浮
か
ん
だ

舟
が
、
仙
人
の
乗
っ
た
舟
の
よ
う
に
思
わ
れ
た
。『
後
漢
書
』
郭

太
伝
に
「
郭
太
字
林
宗
、
太
原
界
休
人
也
。
家
世
貧
賎
。
…
。

乃
游
於
洛
陽
。
始
見
河
南
尹
李
膺
、
膺
大
奇
之
、
遂
相
友
善
。

於
是
名
震
京
師
。
後
帰
郷
里
、
衣
冠
諸
儒
送
至
河
上
、
車
数
千

両
。
林
宗
唯
与
李
膺
同
舟
而
済
、
衆
賓
望
之
、
以
為
神
仙
焉
。

（
郭
太

字
は
林
宗
、
太
原
界
休
の
人
な
り
。
家

世
よ
貧
賎

な
り
。
…
。
乃
ち
洛
陽
に
游
ぶ
。
始
め
て
河
南
尹
李
膺
に
見
ゆ

ま
み

る
や
、
膺

大
い
に
之
れ
を
奇
と
し
、
遂
に
相
ひ
友
善
す
。
是

に
於
い
て
名

京
師
に
震
ふ
。
後

郷
里
に
帰
ら
ん
と
す
る
に
、

衣
冠
諸
儒
の
送
り
て
河
の

上

に
至
る
も
の
、
車

数
千
両
。
林

ほ
と
り

宗

唯
だ
李
膺
と
舟
を
同
じ
く
し
て
済
り
、
衆
賓

之
れ
を
望

み
、
以
て
神
仙
と
為
す
。
）
」
と
見
え
る
故
事
に
拠
る
。
郭
泰
は

後
漢
の
名
孺
。
范
曄
は
父
の
諱
を
避
け
て
郭
太
と
表
記
し
た
。

李
膺
は
後
漢
の
官
僚
。『
後
漢
書
』
党
錮
伝
に
本
伝
が
あ
る
。「
仙

舟
」
の
語
は
庾
肩
吾
「
乱
後
経
夏
禹
廟
」
詩
に
「
仙
舟
還
入
鏡
、

玉
軸
更
乗
空
（
仙
舟

還
た
鏡
に
入
り
、
玉
軸

更
に
空
に
乗

る
）」
と
。

［
小
馬
王
戎
］
小
さ
な
馬
に
乗
っ
た
王
戎
が
三
公
の
よ
う
に
は
見

え
な
か
っ
た
。『
晋
書
』
王
戎
伝
に
「
間
乗
小
馬
、
従
便
門
而
出

游
、
見
者
不
知
其
三
公
也
。
（
間
か
に
小
馬
に
乗
り
、
便
門
よ
り

ひ
そ
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し
て
出
游
し
、
見
る
者

其
の
三
公
な
る
を
知
ら
ざ
る
な
り
。
）
」

と
見
え
る
故
事
に
拠
る
。
王
戎
（
二
三
四
～
三
〇
五
）
は
西
晋

の
政
治
家
。
竹
林
の
七
賢
の
一
人
。

［
鑣
］
く
つ
わ
。
謝
霊
運
「
従
遊
京
口
北
固
応
詔
」
詩
（
『
文
選
』

巻
二
十
二
）
に
「
昔
聞
汾
水
游
、
今
見
塵
外
鑣
（
昔

聞
く

汾
水
の
游
、
今

見
る

塵
外
の
鑣
）」
と
あ
る
。

５
杏
堂
歌
吹
合

６
槐
路
風
塵
饒

［
杏
堂
］
洛
陽
宮
に
あ
っ
た
「
杏
間
堂
皇
」
の
こ
と
だ
ろ
う
。
『
太

平
御
覧
』
巻
百
七
十
六
・
居
処
部
四
に
引
く
『
洛
陽
記
』
（
『
御

覧
』
が
引
く
『
洛
陽
記
』
に
は
、
華
延
嶲
『
洛
陽
記
』
、
陸
機
『
洛

陽
記
』、
楊
龍
驤
『
洛
陽
記
』
が
あ
る
が
、
こ
こ
は
ど
れ
か
分
か

ら
な
い
。
）
に
「
洛
陽
宮
有
桃
間
堂
皇
・
杏
間
堂
皇
・
柰
間
堂
皇
・

竹
閒
堂
皇
・
李
閒
堂
皇
・
魚
梁
堂
皇
・
醴
泉
百
戯
堂
皇
。（
洛
陽

宫
に
桃
間
堂
皇
・
杏
間
堂
皇
・
柰
間
堂
皇
・
竹
閒
堂
皇
・
李
閒

堂
皇
・
魚
梁
堂
皇
・
醴
泉
百
戯
堂
皇
有
り
。
）」
と
見
え
る
。
「
堂

皇
」
は
四
面
に
壁
の
な
い
堂
。
詩
で
は
梁
・
劉
孝
綽
「
発
建
興

渚
示
到
陸
二
黄
門
」
詩
に
「
猶
聞
棗
下
吹
、
尚
識
杏
間
堂
（
猶

ほ
聞
く

棗
下
の
吹
、
尚
ほ
識
る

杏
間
堂
）
」
、
北
周
・
王
褒

「
九
日
従
駕
」
詩
に
「
高
斾
長
楸
坂
、
緹
幕
杏
間
堂
（
高
斾

長
楸
坂
、
緹
幕

杏
間
堂
）
」
と
見
え
る
。

［
歌
吹
］
歌
声
と
楽
器
の
音
。
鮑
照
「
蕪
城
賦
」
（
『
文
選
』
巻
十

一
）
に
「
廛
閈
撲
地
、
歌
吹
沸
天
。（
廛
閈

地
を
撲
く
し
、
歌

て
ん
か
ん

吹

天
に
沸
く
。
）」
と
あ
る
。

［
槐
路
］
傍
ら
に
エ
ン
ジ
ュ
が
植
え
ら
れ
た
都
大
路
。
「
洛
陽
道
」

に
は
し
ば
し
ば
「
槐
」
が
描
か
れ
て
い
た
。
梁
元
帝
蕭
繹
の
作

に
「
青
槐
随
幔
払
、
緑
柳
逐
風
低
」
、
陳
後
主
の
五
首
其
四
に
「
柳

花
塵
裏
暗
、
槐
色
露
中
光
」
、
其
五
に
「
青
槐
夾
馳
道
、
御
水
映

銅
溝
」、
張
正
見
の
作
に
は
「
柳
影
縁
溝
合
、
槐
花
夾
路
飛
」
と

あ
り
、
「
柳
」
と
対
に
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
「
槐
路
」
の

語
は
梁
元
帝
蕭
繹
「
長
安
道
」
に
「
雕
鞍
承
赭
汗
、
槐
路
起
紅

塵
（
雕
鞍

赭
汗
を
承
け
、
槐
路

紅
塵
起
こ
る
）
」
と
見
え
る
。

［
風
塵
］
風
に
吹
き
上
げ
ら
れ
る
土
埃
。
陸
機
「
為
顧
彦
先
贈
婦
」

詩
二
首
（
『
文
選
』
巻
二
十
四
）
其
一
に
「
京
洛
多
風
塵
、
素
衣

化
為
緇
（
京
洛

風
塵
多
く
、
素
衣

化
し
て
緇
と
為
る
）
」

し

と
。

７
緑
珠
含
涙
舞

８
孫
秀
強
相
邀

［
緑
珠
］
晋
の
石
崇
の
愛
妾
。
二
句
は
『
晋
書
』
石
崇
伝
に
「
及

賈
謐
誅
、
崇
以
党
与
免
官
。
時
趙
王
倫
専
権
、
崇
甥
欧
陽
建
与

倫
有
隙
。
崇
有
妓
曰
緑
珠
、
美
而
艶
、
善
吹
笛
。
孫
秀
使
人
求

之
。
崇
時
在
金
谷
別
館
、
方
登
涼
台
、
臨
清
流
、
婦
人
侍
側
。

使
者
以
告
。
崇
尽
出
其
婢
妾
数
十
人
以
示
之
、
皆
蘊
蘭
麝
、
被

羅
縠
。
曰
、
『
在
所
択
』
。
使
者
曰
、
『
君
侯
服
御
麗
則
麗
矣
、

然
本
受
命
指
索
緑
珠
、
不
識
孰
是
」
。
崇
勃
然
曰
、
『
緑
珠
吾
所

愛
、
不
可
得
也
』
。
使
者
曰
、
『
君
侯
博
古
通
今
、
察
遠
照
邇
。

願
加
三
思
』。
崇
曰
、『
不
然
』。
使
者
出
而
又
反
、
崇
竟
不
許
。

秀
怒
、
乃
勧
倫
誅
崇
・
建
。
崇
・
建
亦
潜
知
其
計
、
乃
与
黄
門

郎
潘
岳
陰
勧
淮
南
王
允
・
斉
王
冏
以
図
倫
・
秀
。
秀
覚
之
、
遂

矯
詔
収
崇
及
潘
岳
・
欧
陽
建
等
。
崇
正
宴
於
楼
上
、
介
士
到
門
。
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崇
謂
緑
珠
曰
、
『
我
今
為
爾
得
罪
』
。
緑
珠
泣
曰
、
『
当
效
死
於

官
前
』
。
因
自
投
于
楼
下
而
死
。
崇
曰
、
『
吾
不
過
流
徙
交
・
広

耳
』
。
及
車
載
詣
東
市
、
崇
乃
歎
曰
、
『
奴
輩
利
吾
家
財
』
。
収

者
答
曰
、
『
知
財
致
害
、
何
不
早
散
之
』
。
崇
不
能
答
。
崇
母
兄

妻
子
無
少
長
皆
被
害
、
死
者
十
五
人
、
崇
時
年
五
十
二
。（
賈
謐

か

ひ
つ

の
誅
せ
ら
る
る
に
及
び
て
、
崇

党
与
を
以
て
官
を
免
ぜ
ら
る
。

時
に
趙
王
倫

権
を
専
ら
に
し
、
崇
の
甥
欧
陽
建

倫
と
隙
有

り
。
崇
に
妓
有
り
て
緑
珠
と
曰
ひ
、
美
に
し
て
艶
、
善
く
笛
を

吹
く
。
孫
秀

人
を
し
て
之
れ
を
求
め
し
む
。
崇

時
に
金
谷

の
別
館
に
在
り
て
、
方
に
涼
台
に
登
り
、
清
流
に
臨
み
、
婦
人

側
ら
に
侍
す
。
使
者

以
て
告
ぐ
。
崇

尽
く
其
の
婢
妾
数

十
人
を
出
だ
し
て
以
て
之
れ
に
示
す
に
、
皆
な
蘭
麝
を
蘊
ら
せ
、

く
ゆ

羅
縠
を
被
る
。
曰
く
、
『
択
ぶ
所
に
在
り
』
と
。
使
者

曰
く
、

『
君
侯
の
服
御

麗
は
則
ち
麗
、
然
れ
ど
も
本
と
命
を
受
く
る

は
指
し
て
緑
珠
を
索
む
れ
ば
、
孰
か
是
れ
な
る
か
を
識
ら
ず
」

と
。
崇

勃
然
と
し
て
曰
く
、『
緑
珠
は
吾
れ
の
愛
す
る
所
に
し

て
、
得
べ
か
ら
ざ
る
な
り
』
と
。
使
者

曰
く
、『
君
侯
は
古
に

博
く
し
て
今
に
通
じ
、
遠
き
を
察
し
て
邇
き
を
照
ら
す
。
願
は

く
は
三
思
を
加
へ
ん
こ
と
を
』
と
。
崇

曰
く
、『
然
ら
ず
』
と
。

使
者

出
で
て
又
た
反
る
も
、
崇

竟
に
許
さ
ず
。
秀

怒
り

て
、
乃
ち
倫
に
崇
・
建
を
誅
せ
ん
こ
と
を
勧
む
。
崇
・
建
も
亦

た
潜
か
に
其
の
計
を
知
り
、
乃
ち
黄
門
郎
潘
岳
と
陰
か
に
淮
南

ひ
そ

ひ
そ

王
允
・
斉
王
冏
に
勧
め
て
以
て
倫
・
秀
を
図
ら
ん
と
す
。
秀

け
い

之
れ
を
覚
り
、
遂
に
詔
を

矯

り
て
崇
及
び
潘
岳
・
欧
陽
建
等
を

い
つ
は

収
む
。
崇

正
に
楼
上
に
宴
す
る
に
、
介
士

門
に
到
る
。
崇

緑
珠
に
謂
ひ
て
曰
く
、『
我

今

爾
の
為
に
罪
を
得
た
り
』

と
。
緑
珠

泣
き
て
曰
く
、『
当
に
死
を
官
前
に
效
す
べ
し
』
と
。

い
た

因
り
て
自
ら
楼
下
に
投
じ
て
死
せ
り
。
崇

曰
く
、
『
吾

交
・

広
に
流
徙
す
る
に
過
ぎ
ざ
る
の
み
』
と
。
車

載
せ
て
東
市
に
詣

り
う

し

い
た

る
に
及
び
、
崇

乃
ち
歎
じ
て
曰
く
、『
奴
輩

吾
家
の
財
を
利

せ
ん
』
と
。
収
者

答
へ
て
曰
く
、『
財

害
を
致
す
を
知
れ
ば
、

何
ぞ
早
に
之
れ
を
散
ぜ
ざ
る
』
と
。
崇

答
ふ
る
能
は
ず
。
崇

の
母
兄
妻
子

少
長
と
無
く
皆
な
害
を
被
り
、
死
者

十
五
人
、

崇

時
に
年

五
十
二
。
）
」
と
見
え
る
故
事
に
拠
る
。
詩
で
は

謝
朓
「
贈
王
主
簿
」
詩
二
首
（
『
玉
台
』
巻
四
）
其
二
に
「
清
吹

要
碧
玉
、
調
弦
命
緑
珠
（
清
吹

碧
玉
を
要
へ
、
調
弦

緑
珠

む
か

に
命
ず
）
」
と
見
え
る
。

［
含
涙
］
涙
が
口
元
ま
で
こ
ぼ
れ
る
。
梁
・
王
僧
孺
「
為
何
庫
部

舊
姫
擬
蘼
蕪
之
句
」
詩
（
『
玉
台
』
巻
六
）
「
新
人
含
笑
近
、
故

人
含
涙
隠
（
新
人
は
笑
み
を
含
み
て
近
づ
き
、
故
人
は
含
涙
を

含
み
て
隠
る
）」
と
。

［
孫
秀
］
？
～
三
百
一
。
西
晋
の
政
治
家
。
八
王
の
乱
を
起
こ
し

た
八
王
の
一
人
で
あ
る
司
馬
倫
の
寵
臣
。

［
強
相
邀
］
無
理
矢
理
に
招
き
寄
せ
る
。
晋
・
無
名
氏
「
長
干
曲
」

に
「
逆
浪
故
相
邀
、
菱
舟
不
怕
揺
（
逆
浪

故

に
相
ひ
邀
へ
、

こ
と
さ
ら

む
か

菱
舟

揺
る
を
怕
れ
ず
）」
と
。

陳
・
江
総
「
洛
陽
道
」
二
首
其
二

【
本
文
及
び
書
き
下
し
】

１
小
平
路
四
達

小
平
に

路

四
達
し

- 108 -

２
長
秋
聴
五
鐘

長
秋
に
五
鐘
を
聴
く

３
玉
節
迎
司
隸

玉
節

司
隸
迎
へ

４
錦
車
帰
濯
龍

錦
車

濯
龍
に
帰
る

５
弦
歌
声
不
息

弦
歌

声

息
ま
ず

６
環
佩
響
相
従

環
佩

響
き

相
ひ
従
ふ

７
花
障
蕩
舟
笑

花
は

障

る

舟
を
蕩
か
す
の
笑
ひ
を

さ
へ
ぎ

う
ご

８
日
映
下
山
逢

日
は
映
ず

山
を
下
り
て
逢
ふ
に

【
日
本
語
訳
】

１
小
平
津
で
は
道
が
四
方
へ
通
じ

２
天
子
が
お
出
ま
し
に
な
っ
た
の
か
、
長
秋
殿
で
五
鐘
の
音
に
耳

を
傾
け
る

３
玉
の
割
り
符
を
奉
じ
た
使
者
の
帰
り
は
首
都
警
察
長
官
が
出
迎

え
４
女
性
の
使
者
が
乗
っ
た
錦
の
車
が
濯
龍
門
に
帰
っ
て
来
た

５
音
楽
に
よ
る
教
化
が
行
き
届
い
て
い
る
の
か
、
琴
瑟
に
和
し
た

歌
声
が
止
む
こ
と
は
な
く

６
后
妃
の
徳
の
お
か
げ
で
女
性
た
ち
の
腰
に
帯
び
た
玉
飾
り
が
次

々
に
響
い
て
来
る

７
こ
こ
洛
陽
で
は
舟
遊
び
を
楽
し
む
女
性
た
ち
の
笑
顔
は
花
が
さ

え
ぎ
っ
て
し
ま
い

８
山
を
下
り
て
き
た
奥
ゆ
か
し
い
女
性
を
お
日
様
が
明
る
く
照
ら

し
出
す
の
だ

【
校
勘
】

○
『
文
苑
英
華
』
巻
百
九
十
二
・
『
古
詩
紀
』
巻
百
十
四

１
「
路
」
、『
英
華
』
作
「
臨
」
、
而
注
云
「
一
作
『
路
』
」
。『
詩
紀
』

注
云
、
「
一
作
『
臨
』
」
。
底
本
注
云
、
「
『
英
華
』
巻
一
九
二
作

『
臨
』、
似
是
」。

２
「
秋
」
、
『
英
華
』
『
詩
紀
』
皆
作
「
楸
」
。
「
鐘
」
、
『
英
華
』
作

「
鍾
」。

８
「
逢
」
、『
英
華
』
作
「
蓬
」
。

【
押
韻
】

「
鐘
」「
龍
」「
従
」「
逢
」
、
上
平
三
鍾
韻
。

【
語
釈
】

１
小
平
路
四
達

２
長
秋
聴
五
鐘

［
小
平
］
小
平
津
を
い
う
。
岑
之
敬
「
洛
陽
道
」
に
「
喧
喧
洛
水

浜
、
鬱
鬱
小
平
津
」
と
あ
っ
た
よ
う
に
河
南
八
関
の
一
つ
。

［
四
達
」
四
方
に
通
じ
る
道
。
或
い
は
四
方
に
広
が
る
。『
爾
雅
』

釈
宮
に
「
一
達
謂
之
道
路
、
二
達
謂
之
歧
旁
、
三
達
謂
之
劇
旁
、

四
達
謂
之
衢
。（
一
達

之
れ
を
道
路
と
謂
ひ
、
二
達

之
れ
を

歧
旁
と
謂
ひ
、
三
達

之
れ
を
劇
旁
と
謂
ひ
、
四
達

之
れ
を

き

ば
う

衢
と
謂
ふ
。
）」
と
あ
る
。
宋
・
謝
瞻
「
張
子
房
」
詩
（
『
文
選
』

巻
二
十
一
）
に
「
四
達
雖
平
直
、
蹇
步
愧
無
良
（
四
達

平
直

な
り
と
雖
も
、
蹇
步
に
し
て
良
き
こ
と
無
き
を
愧
づ
）
」
と
見
え
、

け
ん

ぽ

李
善
注
は
『
礼
記
』
楽
記
に
「
若
此
則
周
道
四
逹
、
礼
楽
交
通
。

（
此
く
の
若
く
に
し
て
則
ち
周
道

四
逹
し
、礼
楽

交
通
す
。
）
」

と
あ
る
の
を
引
く
。
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［
長
秋
］
漢
代
の
宮
殿
の
名
。『
三
輔
黄
図
』
漢
宮
に
「
〔
長
楽
宮
〕

有
長
信
・
長
秋
・
永
寿
・
永
寧
四
殿
。
高
帝
居
此
宮
、
後
太
后

常
居
之
。
（
〔
長
楽
宮
〕
に
長
信
・
長
秋
・
永
寿
・
永
寧
の
四
殿

有
り
。
高
帝

此
の
宮
に
居
り
、
後

太
后

常
に
之
れ
に
居

る
。
）
」
と
あ
る
が
、
六
朝
詩
に
は
あ
ま
り
用
例
が
見
当
た
ら
な

い
。「
長
楸
」
で
あ
れ
ば
、
背
の
高
い
ヒ
サ
ギ
。
右
に
も
引
い
た

曹
植
「
名
都
篇
」
に
「
闘
鶏
東
郊
道
、
走
馬
長
楸
間
（
鶏
を
闘

は
す

東
郊
の
道
、
馬
を
走
ら
す

長

楸
の
間
）
」
と
あ
り
、

ち
や
う
し
う

李
周
翰
注
に
「
古
人
種
楸
於
道
、
故
曰
『
長
楸
』
。
（
古
人

楸

を
道
に
種
う
、
故
に
『
長
楸
』
と
曰
ふ
。
」
と
い
う
よ
う
に
街
路

樹
と
し
て
よ
く
植
え
ら
れ
た
樹
木
で
あ
る
。

［
五
鐘
］
天
子
の
お
出
ま
し
を
知
ら
せ
る
五
つ
の
鐘
。
班
固
「
東

都
賦
」
（
『
文
選
』
巻
一
）
に
「
於
是
発
鯨
魚
、
鏗
華
鐘
。
（
是

に
於
い
て
鯨
魚
を
発
し
、
華
鐘
を
鏗
く
。
）
」
と
あ
り
、
李
善
注

つ

は
『
尚
書
大
伝
』
に
「
天
子
左
五
鐘
、
天
子
将
出
、
則
撞
黄
鐘
、

右
五
鍾
皆
応
。（
天
子
の
左

五
鐘
、
天
子

将
に
出
で
ん
と
す

れ
ば
、
則
ち
黄
鐘
を
撞
き
、
右
の
五
鍾

皆
な
応
ず
。
）
」
と
あ

る
の
を
引
く
。

３
玉
節
迎
司
隸

４
錦
車
帰
濯
龍

［
玉
節
］
玉
で
作
ら
れ
た
符
節
。
文
字
が
刻
ま
れ
た
札
を
二
つ
に

割
っ
て
、
当
事
者
た
ち
が
別
々
に
所
有
し
て
お
い
た
の
を
、
後

日
そ
の
二
つ
を
合
わ
せ
て
証
拠
に
し
た
。
こ
こ
は
外
国
に
赴
い

て
い
た
使
者
。『
周
礼
』
地
官
・
掌
節
に
「
守
邦
国
者
用
玉
節
、

守
都
鄙
者
用
角
節
。（
邦
国
を
守
る
者
は
玉
節
を
用
ひ
、
都
鄙
を

守
る
者
は
角
節
を
用
ふ
。
）
」
と
あ
る
。
詩
で
は
梁
元
帝
蕭
繹
「
藩

難
未
静
述
懐
」
詩
に
「
玉
節
威
雲
夢
、
金
鉦
韻
渚
宮
（
玉
節

雲
夢
を
威
し
、
金
鉦

渚
宮
に
韻
あ
り
）
」
と
見
え
る
。

お
ど

［
司
隸
］
漢
の
官
名
、
司
隷
校
尉
。
都
周
辺
の
治
安
を
掌
る
。『
漢

書
』
百
官
公
卿
表
上
に
「
司
隸
校
尉
、
周
官
。
武
帝
征
和
四
年

初
置
。
持
節
、
従
中
都
官
、
徒
千
二
百
人
、
捕
巫
蠱
、
督
大
姦

猾
。（
司
隸
校
尉
、
周
官
。
武
帝
の
征
和
四
年

初
め
て
置
く
。

節
を
持
し
、
中
都
官
に
従
ひ
、
徒

千
二
百
人
、
巫
蠱
を
捕
ら

へ
、
大
姦
猾
を
督
す
。
）
」
と
見
え
る
。
詩
で
は
梁
・
劉
孝
威
「
行

還
値
雨
又
為
清
道
所
駐
」
詩
に
「
廻
車
避
司
隸
、
俄
軒
揖
内
郎

（
車
を
廻
ら
し
て
司
隸
を
避
け
、
俄
軒

内
郎
に
揖
す
）」
と
。

［
錦
車
］
女
性
の
使
者
が
乗
る
錦
で
覆
っ
た
車
。
『
漢
書
』
西
域
伝

下
・
烏
孫
国
に
「
馮
夫
人
錦
車
持
節
、
詔
烏
就
屠
詣
長
羅
侯
赤

谷
城
、
立
元
貴
靡
為
大
昆
彌
、
烏
就
屠
為
小
昆
彌
、
皆
賜
印
綬
。

（
馮
夫
人

錦
車
し
て
節
を
持
し
、
烏
就
屠
に
詔
し
て
長
羅
侯

の
赤
谷
城
に
詣
ら
し
め
、
元
貴
靡
を
立
て
て
大
昆
彌
と
為
し
、

烏
就
屠
を
小
昆
彌
と
為
し
て
、
皆
な
印
綬
を
賜
ふ
。
）
」
と
あ
る

の
に
拠
る
。
顔
師
古
は
服
虔
の
説
を
引
き
「
錦
車
、
以
錦
衣
車

也
。
（
錦
車
、
錦
を
以
て
車
に
衣
ふ
な
り
。
）
」
と
い
う
。
詩
で

お
ほ

は
劉
孝
威
「
思
帰
引
」
に
「
錦
車
労
遠
駕
、
繍
衣
疲
屢
奔
（
錦

車

遠
駕
を
労
ひ
、
繍
衣

屢
し
ば
奔
る
に
疲
る
）
」
と
。

［
濯
龍
］
濯
龍
門
。
徐
陵
「
洛
陽
道
」
二
首
其
二
に
も
「
濯
龍
望

如
霧
、
河
橋
度
似
雷
（
濯
龍

望
め
ば
霧
の
如
く
、
河
橋

度わ
た

れ
ば
雷
に
似
る
）」
と
あ
っ
た
が
、
こ
こ
は
王
瑳
「
洛
陽
道
」
第

６
句
「
流
水
到
成
雷
」
の
【
語
釈
】
に
引
い
た
『
後
漢
書
』
明
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徳
馬
皇
后
紀
に
「
前
過
濯
龍
門
上
、
見
外
家
問
起
居
者
、
車
如

流
水
、
馬
如
游
龍
、
倉
頭
衣
緑
褠
、
領
袖
正
白
、
顧
視
御
者
、

不
及
遠
矣
。
（
前
に
濯
龍
門
の

上

を
過
ぎ
、
外
家
の
起
居
を
問

さ
き

ほ
と
り

ふ
者
を
見
る
に
、
車
は
流
水
の
如
く
、
馬
は
游
龍
の
如
く
、
倉

頭
は

緑

褠
を
衣
て
、
領
袖
は
正
に
白
く
、
顧
み
て
御
者
を
視
る

り
よ
く
こ
う

き

に
、
及
ば
ざ
る
こ
と
遠
し
。
）
」
と
見
え
る
濯
龍
門
だ
ろ
う
。
明

徳
馬
皇
后
も
陰
皇
太
后
に
「
馬
貴
人
徳
冠
後
宮
、
即
其
人
也
。

（
馬
貴
人

徳

後
宮
に
冠
た
り
、
即
ち
其
の
人
な
り
。
）
」
と

評
さ
れ
、
賢
夫
人
と
し
て
知
ら
れ
る
。

５
弦
歌
声
不
息

６
環
佩
響
相
従

［
弦
歌
］
琴
瑟
が
奏
で
る
音
楽
に
合
わ
せ
て
歌
わ
れ
る
歌
声
。
こ

こ
は
音
楽
に
よ
る
教
化
が
行
き
届
い
て
い
る
こ
と
を
表
す
。
『
論

語
』
陽
貨
に
「
子
之
武
城
、
聞
弦
歌
之
声
。
夫
子
莞
爾
而
笑
曰
、

『
割
鶏
焉
用
牛
刀
』
。（
子

武
城
に
之
き
、
弦
歌
の
声
を
聞
く
。

夫
子

莞
爾
と
し
て
笑
ひ
て
曰
く
、『
鶏
を
割
く
に
焉
く
ん
ぞ
牛

さ

刀
を
用
ひ
ん
』
と
。
）
」
と
見
え
る
故
事
に
拠
る
。
ま
た
、
『
史

記
』
儒
林
列
伝
に
「
及
高
皇
帝
誅
項
籍
、
挙
兵
囲
魯
、
魯
中
諸

儒
尚
講
誦
習
礼
楽
、
弦
歌
之
音
不
絶
。
豈
非
聖
人
之
遺
化
、
好

礼
楽
之
国
哉
。（
高
皇
帝
の
項
籍
を
誅
し
、
兵
を
挙
げ
て
魯
を
囲

む
に
及
び
、
魯
中
の
諸
儒

尚
ほ
講
誦
し
て
礼
楽
を
習
ひ
、
弦

歌
の
音

絶
え
ず
。
豈
に
聖
人
の
遺
化
に
し
て
、
礼
楽
を
好
む

の
国
に
非
ず
や
。
）
」
と
。
詩
で
は
晋
・
潘
尼
「
贈
河
陽
」
詩
（
『
文

選
』
巻
二
十
四
）「
桐
郷
建
遺
烈
、
武
城
播
弦
歌
（
桐
郷
に
遺
烈

を
建
て
、
武
城
に
弦
歌
を

播

す
）
」
と
あ
り
、
李
善
は
右
の
『
論

ほ
ど
こ

語
』
を
引
く
。

［
環
佩
］
女
性
が
帯
び
る
玉
の
飾
り
。
こ
こ
は
后
妃
に
優
れ
た
徳

が
備
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
い
う
。
范
曄
「
後
漢
書
皇
后
紀
論
」

（
『
文
選
』
巻
四
十
九
）
「
居
有
保
阿
之
訓
、
動
有
環
珮
之
響
。

（
居
れ
ば
保
阿
の
訓
へ
有
り
、
動
け
ば
環
珮
の
響
き
有
り
。
）
」

を
し

と
あ
る
の
に
拠
る
だ
ろ
う
。
李
善
注
は
『
列
女
伝
』
に
「
孟
姫

者
、
華
氏
之
長
女
、
斉
孝
公
之
夫
人
也
。
…
。
公
游
於
琅
邪
、

華
孟
姫
従
、
車
奔
姫
堕
車
砕
。
孝
公
使
駟
馬
立
車
載
姫
以
帰
、

姫
使
侍
御
者
舒
帷
、
以
自
障
蔽
、
而
使
傅
母
応
使
者
曰
、『
妾
聞
、

妃
后
踰
閾
、
必
乗
安
車
輜
軿
、
下
堂
必
従
傅
母
保
阿
、
進
退
則

鳴
玉
珮
環
。
…
。
今
立
車
無
軿
、
非
所
敢
受
命
也
』
。
（
孟
姫
な

る
者
は
、
華
氏
の
長
女
に
し
て
、
斉
の
孝
公
の
夫
人
な
り
。
…
。

公

琅
邪
に
游
び
、
華
孟
姫

従
ふ
に
、
車

奔
り

姫
は
堕

ち
車
は
砕
け
た
り
。
孝
公

駟
馬
の
立
車
を
し
て
姫
を
載
せ
て

以
て
帰
ら
し
め
ん
と
す
る
に
、姫

侍
御
者
を
し
て

帷

を
舒
べ
、

と
ば
り

以
て
自
ら
障
蔽
せ
し
め
て
、
傅
母
を
し
て
使
者
に
応
へ
し
め
て

曰
く
、『
妾

聞
く
、妃
后
は

閾

を
踰
ゆ
る
に
、必
ず
安
車
の
輜
軿

し
き
み

し

へ
い

に
乗
り
、
堂
を
下
る
に
は
必
ず
傅
母
保
阿
を
従
は
し
め
、
進
退

に
は
則
ち
鳴
玉
珮
環
を
鳴
ら
す
と
。
…
。
今

立
車
に
軿
無
け

れ
ば
、
敢
へ
て
命
を
受
く
る
所
に
非
ざ
る
な
り
』
と
。
）
」
と
あ

る
の
を
引
く
。

７
花
障
蕩
舟
笑

８
日
映
下
山
逢

［
蕩
舟
］
舟
を
漕
ぐ
。
舟
遊
び
を
す
る
。『
韓
非
子
』
外
儲
説
左
上

に
「
蔡
女
為
桓
公
妻
。
桓
公
与
之
乗
舟
、
夫
人
蕩
舟
。
桓
公
大



- 111 -

懼
、
禁
之
不
止
。
怒
而
出
之
。（
蔡
の
女

桓
公
の
妻
為
り
。
桓

公

之
れ
と
舟
に
乗
り
、
夫
人

舟
を
蕩
か
す
。
桓
公

大
い

う
ご

に
懼
れ
、
之
れ
を
禁
ず
れ
ど
も
止
め
ず
。怒
り
て
之
れ
を
出
す
。
）
」

と
あ
り
、
こ
こ
か
ら
舟
遊
び
を
楽
し
む
女
性
を
い
う
。
簡
文
帝

蕭
綱
「
雍
州
曲
・
北
渚
」（
『
玉
台
』
巻
七
）
に
「
好
値
城
旁
人
、

多
逢
蕩
舟
妾
（
好
く
値
ふ

城
旁
の
人
、
多
く
逢
ふ

蕩
舟
の

あ

妾
）
」
と
あ
り
、
ま
た
梁
・
鮑
泉
「
落
日
看
還
」
詩
（
『
玉
台
』

巻
八
）
に
は
「
誰
家
蕩
舟
妾
、
何
処
織
縑
人
（
誰
が
家
ぞ

蕩

舟
の
妾
、
何
れ
の
処
か

織
縑
の
人
）
」
と
あ
る
。
「
織
縑
人
」

は
漢
・
無
名
氏
「
古
詩
」（
『
玉
台
』
巻
一
）
に
「
上
山
采
蘼
蕪
、

下
山
逢
故
夫
。
長
跪
問
故
夫
、
新
人
復
何
如
。
新
人
雖
言
好
、

未
若
故
人
姝
。
…
。
新
人
工
織
縑
、
故
人
工
織
素
（
山
に
上
り

て
蘼
蕪
を
采
り
、
山
を
下
り
て
故
夫
に
逢
ふ
。
長
跪
し
て
故
夫

に
問
ふ
、
新
人

復
た
何
如
と
。
新
人

好
し
と
言
ふ
と
雖
も
、

未
だ
故
人
の
姝
な
る
に
若
か
ず
。
…
。
新
人
は
縑
を
織
る
に
工

な
り
、
故
人
は
素
を
織
る
に
工
な
り
）
」
と
あ
る
の
に
拠
り
、「
故

人
」
の
後
に
娶
っ
た
新
し
い
妻
を
い
う
。

［
日
映
］
太
陽
が
明
る
く
照
ら
す
。
呉
均
「
与
柳
惲
相
贈
答
」
詩

六
首
（
『
玉
台
』
巻
六
）
に
「
日
映
昆
明
水
、
春
生
鳷
鵲
楼
（
日

は
映
ず

昆
明
の
水
、
春
は
生
ず

鳷
鵲
楼
）
」
と
。

［
下
山
逢
」
山
を
下
り
て
き
た
前
の
妻
。
右
に
引
い
た
「
古
詩
（
上

山
采
蘼
蕪
）」
に
拠
る
。
派
手
な
美
し
さ
は
な
い
が
慎
ま
し
や
か

な
女
性
を
い
う
の
だ
ろ
う
。


